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フォトジャーナリスト。高校生のときにベトナム戦争の写真を見て写真の道を志す。ロンドン芸術大学（旧The London Institute）卒業。
東京を拠点に、紛争や貧困の地で生きる子どもや難民を撮り続けている。アジアプレス所属。文・写真＝渋谷敦志

9月  マスカル祭
24

燃える十字架に
祈りを込める

　

古
く
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
が
信
仰
さ
れ
て

き
た
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、雨
期
が
終
わ
る
９

月
下
旬
に
な
る
と
、イ
エ
ス
･
キ
リ
ス
ト
の
受

難
を
記
念
す
る「
マ
ス
カ
ル
祭
」が
行
わ
れ

る
。マ
ス
カ
ル
は
ア
ム
ハ
ラ
語
で「
十
字
架
」

を
意
味
し
、キ
リ
ス
ト
が
磔
に
さ
れ
た
十
字

架
が
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と

を
祝
う
行
事
と
し
て
各
地
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
る
。

　

中
で
も
エ
チ
オ
ピ
ア
北
部
、標
高
約
２
５

０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
あ
る
ラ
リ
ベ
ラ
で
は

一
年
で
最
も
重
要
な
儀
式
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
リ
ベ
ラ
は
巨
大
な
岩
盤
を
彫
り
抜
い
て
造

ら
れ
た
教
会
群
が
あ
る
こ
と
で
有
名
だ
が
、

エ
チ
オ
ピ
ア
正
教
会
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と

っ
て
は
聖
地
で
も
あ
る
。毎
年
マ
ス
カ
ル
祭
の

開
催
に
合
わ
せ
て
、白
装
束
を
ま
と
っ
た
巡

礼
者
が
遠
方
か
ら
続
々
と
町
に
集
結
す
る
。

　

祭
り
の
当
日
、町
の
中
心
に
あ
る
広
場
で

は
、キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
表
す
丸
太
の
ト

ー
チ
が
組
ま
れ
、信
徒
が
そ
れ
を
囲
ん
で
敬

拝
す
る
。そ
し
て
ト
ー
チ
に
火
が
放
た
れ
る

と
、あ
ち
こ
ち
で
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

た
踊
り
が
始
ま
り
、祭
り
は
最
高
潮
を
迎

え
る
。中
に
は
、木
の
枝
を
火
の
中
に
放
り

込
ん
だ
り
、ま
だ
燃
え
さ
か
る
ト
ー
チ
の
中

に
手
を
伸
ば
し
て
灰
を
拾
い
、熱
心
に
厄
除

け
祈
願
す
る
人
た
ち
も
い
る
。

　

ラ
リ
ベ
ラ
に
来
る
巡
礼
者
の
多
く
は
や
せ

た
農
民
た
ち
。テ
フ
※
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収

穫
を
前
に「
も
う
少
し
雨
が
降
っ
て
ほ
し

い
」。そ
う
切
に
願
っ
て
い
た
。

は
り
つ
け

※主にエチオピアで栽培・食される穀物。

エチオピア
ETHIOPIA
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Agua Para Todos  万人に水を　ペルー
日伯の知見を世界へ　ブラジル
“BOSAI”を通じて災害に強い国づくりを　中南米地域
海を渡った“福岡方式”　ドミニカ共和国

実る成果－広がる関係
中南米と日本のきずな

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

日本と長い交流・協力の歴史を持つ中南米地
域。大豆をはじめ世界有数の農業生産地となる
など、その成果は“実り”、さらにその経験・技術が
今、海を渡りアフリカへと“広がり”を見せている

表紙  ○ｃ Domino/The Image Bank/Getty Images
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戦
後
か
ら
60
余
年
の
間
、

移
住
や
貿
易
の
拡
大
な
ど
に
伴
い
、

結
び
付
き
を
強
め
て
い
っ
た
日
本
と
中
南
米
地
域
。

そ
の
始
ま
り
は
今
か
ら
約
4
0
0
年
前
。

千
葉
県
御
宿
沖
で
遭
難
し
た
メ
キ
シ
コ
※
船
籍
の
一
行
を

江
戸
幕
府
が
救
出
し
た
こ
と
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

以
降
、
途
中
で
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
断
交
を
経
験
し
な
が
ら
も
、

連
綿
と
関
係
を
築
い
て
き
た
。

そ
の
交
流
や
協
力
の
歴
史
を
見
て
み
よ
う
。

知
ら
れ
ざ
る
交
流
の
軌
跡

特
集

※

当
時
の
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
（
ス
ペ
イ
ン
領
メ
キ
シ
コ
）

取
材
協
力
：
細
野
昭
雄 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
上
席
研
究
員

参
考
：
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜 

海
外
移
住
資
料
館 

資
料

幕末から維新への激動の時代、欧米列
強から不平等条約を結ばされていた日
本にとって、アジア諸国以外で初の“平
等な条約”（日墨修好通商条約）を結ん
だのがメキシコ。この翌年にはアメリカと
の条約改正が実現するなど、不平等条
約改正に向けた交渉の原動力となった。

日清戦争、日露戦争が始まり、海軍力の増強を急いでいた日本に、新鋭の巡
洋艦を譲渡してくれた両国。「和泉」「日進」「春日」と命名されたこの3隻は、
敵艦隊の攻撃から主力艦を守るなど、日露戦争の日本海海戦で活躍した。

アフリカでの黄熱病研究でよく知られる野口英世博士。しかしそれ
以前、黄熱病が大流行していたエクアドルのほか、メキシコ、ペ
ルー、ジャマイカ、ブラジルなど中南米諸国でも研究を行った。エク
アドルでは、ワクチン開発に向けた研究の功績を称え、首都キトに
は博士の銅像が建てられ、「野口英世通り」という名の通りもある。

高度経済成長期にあった日本は、中南米諸国で競争力のある産業育成に向け
た協力をスタート。日伯合同プロジェクトとして1962年に操業を開始し、その後の
日伯企業連携の先駆けとなった「ウジミナス製鉄所」は、ブラジル鉄鋼業界の発
展に貢献した。また、不毛だったセラードの大地を肥沃化し、ブラジルを農業大国
に押し上げたのが、1979年に始まった「日伯セラード農業開発協力事業」。22
年に及ぶ協力により、大豆をはじめとした農業生産量は飛躍的に増加し、日本、
そして世界の食料事情をも大きく変えることとなった（p12に関連記事）。そして私
たちの食卓にも並ぶサケ。その輸入量の約半数はチリ産だが、本来サケがいな
かったチリに養殖が普及した背景には日本の協力があった（p17に関連記事）。

［移住再開－日系人の活躍］

［産業の発展を支援］

［チリ／アルゼンチンが巡洋艦を譲渡］
1908年、781人の移住者を乗せ、ブラジルのイキサントス港に着岸した最初
の移民船「笠戸丸」  ○ｃ 海外移住資料館

日墨修好通商条約批准書
外務省外交史料館所蔵

日露戦争開戦の前夜にアルゼン
チンから譲り受けた「春日」　
○ｃ 毎日新聞社

Column

横浜で海外移住の歴史を学ぼう
100年以上の歴史がある日本人の海外移住。JICA横浜に併設され
た「海外移住資料館」では、その軌跡と移住者・日系人の姿を、写真・
映像、再現模型、文献など貴重な資料をもとに分かりやすく紹介して
いる。最大の移住先となったのが中南米諸国。今も約163万人（推
定）の移住者・日系人がこの地域に暮らしている。戦後、主に中南米
への移住事業を担ってきたJICA※。現在も、日本での研修やJICAボ
ランティアの派遣を通じて日系社会の人材育成などを支援している。
※海外移住事業団（現JICA）。

「海外移住資料館」
開館時間 ： 10：00～18：00（入館は17：30まで、月曜・年末年始休館）
交通案内 ： みなとみらい線・みなとみらい駅／馬車道駅から徒歩10分
問 ： JICA横浜 海外移住資料館
TEL ： 045-663-3257　URL ： www.jomm.jp/

明治維新から5年後のこの年、日本が国交を結んだ中南米最初の国
がペルー。中国人労働者が乗船していたペルー船籍「マリア・ルス号」
が横浜港に寄港した際、奴隷的な扱いを受けていた中国人の解放を
めぐり争ったことがきっかけとなった。

［ペルーとの国交樹立］

［日本人の移住が始まる］

［野口英世博士の黄熱病研究］

［メキシコと
平等条約を締結］

第二次世界大戦に伴い、国交が途絶えた日本と中南米諸国。しかし
戦後、対日平和条約に調印した中南米20カ国と国交が回復、外交
関係も深まっていった。1956年、日本の国連加盟の際は、中南米
地域の多数の国が賛成票を投じ、国際社会への復帰を後押しした。

［日本の国際社会復帰を後押し］ 日本がまだ貧しかった時代、海外での成功を夢見て、多
くの若者が海を越えた。中南米地域への初の集団移
住先となったのは、1897年のメキシコ。その後、1899
年にペルー、1908年にブラジルへと渡った日本人。現
在、海外の移住者・日系人約290万人（推定）のうち半
数以上が中南米諸国で暮らしている。

国策による日本人のブラジ
ル渡航を皮切りに、戦後再
開された中南米諸国への移
住。パラグアイ、アルゼンチ
ン、ボリビア、ドミニカ共和国
など、戦後の移住者は約26
万人に上る。その後、移住
者・日系人は、各国の経済・
社会の発展、日本との友
好・協力関係に大きく貢献。

ブラジル鉄鋼業界の発展に貢献したウジミナス製鉄所 ○ｃ ウジミナス（新日本製鐵）

中
南
米
と
日
本
の
き
ず
な

実
る
成
果
│
広
が
る
関
係

入植地で日系人が成功を収めた
ジュート栽培は、その後ブラジル・ア
マゾン地域の主産業になった　
○ｃ 毎日新聞社
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民
主
化
が
進
展
し
、
安
定
し
た
経
済
成
長

を
続
け
て
い
る
中
南
米
地
域
。
33
カ
国
か
ら

な
る
こ
の
地
域
の
人
口
（
２
０
０
８
年
、
以

下
同
じ
）
は
５
億
６
６
０
０
万
人
。
近
年
の

経
済
成
長
率
は
２
・
５
％
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
）〜
９
・
８
％
（
ペ
ル
ー
）
と

高
く
、
域
内
総
生
産
は
５
年
前
の
倍
に
当
た

る
４
兆
２
１
６
０
万
ド
ル
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
３
倍
近
い
規
模
だ
。

　

こ
う
し
た
経
済
成
長
を
支
え
て
い
る
の
は
、

こ
の
地
域
に
豊
富
に
存
在
す
る
「
天
然
資
源
」

や
「
肥
沃
な
大
地
」。
石
油
や
鉄
鉱
石
、
レ
ア

メ
タ
ル
と
い
っ
た
鉱
物
資
源
か
ら
、
大
豆
を

は
じ
め
、
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
食

料
ま
で
、
中
南
米
地
域
は
経
済
活
動
に
不
可

欠
な
資
源
の
宝
庫
だ
。
特
に
人
口
増
加
や
中

国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
成
長
を
背
景

に
、
こ
う
し
た
〝
資
源
の
供
給
地
〞
と
し
て

の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

今
で
こ
そ
、
安
定
し
た
成
長
を
遂
げ
て
い

る
中
南
米
諸
国
だ
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

「
失
わ
れ
た
10
年
」
と
称
さ
れ
た
１
９
８
０
年

代
、
こ
の
地
域
は
累
積
債
務
が
肥
大
化
し
深

刻
な
不
況
に
陥
っ
た
。
し
か
し
90
年
以
降
、

多
く
の
国
が
自
由
経
済
路
線
に
切
り
替
え
次

第
に
回
復
に
向
か
う
と
、
安
定
し
た
成
長
が

続
い
た
。
08
年
末
の
世
界
金
融
危
機
に
よ
っ

て
経
済
成
長
は
鈍
化
・
停
滞
し
た
が
、
そ
れ

経
済
成
長
の
影
に
潜
む
課
題

か
ら
２
年
余
り
が
経
過
し
た
現
在
は
、
輸
出

や
国
内
消
費
の
伸
び
に
後
押
し
さ
れ
、
今
後

の
成
長
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
好
調
な
経
済
に
あ
っ
て
、
中
南

米
が
抱
え
る
課
題
も
多
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
所
得
水
準
が

比
較
的
高
い
国
が
増
え
た
一
方
で
、
ハ
イ
チ

な
ど
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国
民
総
所
得
）
が

１
０
０
０
ド
ル
に
満
た
な
い
貧
し
い
国
も
あ

り
、
域
内
格
差
は
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
国
内
で
は
都
市
と
農
村
の
地
域
間
格
差
や

農
村
・
山
岳
部
の
貧
困
、
貧
困
に
起
因
し
た

麻
薬
犯
罪
・
テ
ロ
と
い
っ
た
問
題
が
横
た
わ

る
。

　

さ
ら
に
、
一
次
産
品
の
生
産
と
輸
出
に
大

き
く
依
存
す
る
南
米
諸
国
の
経
済
は
、
世
界

経
済
や
市
場
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。

気
候
変
動
や
環
境
破
壊
な
ど
に
よ
り
、
ア
マ

ゾ
ン
の
広
大
な
熱
帯
雨
林
を
は
じ
め
と
す
る

豊
か
な
自
然
や
生
態
系
が
驚
異
的
な
ス
ピ
ー

ド
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
深
刻
な
課
題
だ
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、「
人
間
の
安
全
保
障
の
視
点
を
踏
ま
え
た

貧
困
層
支
援
」「
持
続
的
経
済
成
長
に
向
け
た

基
盤
整
備
」「
気
候
変
動
対
策
、
環
境
保
全
・

改
善
」
を
柱
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
経
済
成

長
に
伴
い
、
各
国
自
身
の
開
発
に
対
す
る
取

り
組
み
は
進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ

貧
富
の
格
差
や
貧
困
、
環
境
・
気
候
変
動
問

題
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
国
が
多
い
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
人
口
・
国
土
・Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

な
ど
が
小
規
模
な
国
が
多
い
中
米
地
域
で
は
、

共
通
の
開
発
課
題
に
対
し
地
域
単
位
で
支
援

す
る
「
広
域
協
力
」
を
、
歴
史
的
な
結
び
付

き
が
強
い
南
米
で
は
、
産
業
育
成
や
貿
易
振

興
、
投
資
環
境
整
備
な
ど
を
通
じ
た
「
さ
ら

豊富な天然資源と肥沃な大地からの恵みに支えられ、
安定した発展を続ける中南米地域。

地球の反対側に位置し、日本からははるか遠い地域だが、
貿易の拡大などにより、経済的なつながりは深まっている。

日本にとっても重要なこの中南米地域の持続的な成長を目指し、
現在、ＪＩＣＡの協力が進められている。

な
る
関
係
強
化
」
を
推
進
。
協
力
分
野
は
、

教
育
、
保
健
医
療
、
防
災
・
緊
急
支
援
、
企

業
支
援
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
環
境
・
気
候
変
動
、

三
角
協
力
な
ど
幅
広
い
。

　

中
南
米
地
域
の
持
続
的
な
成
長
を
後
押
し

す
る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
重
要
だ
。

例
え
ば
、
鉄
鉱
石
や
銅
な
ど
の
鉱
物
資
源
、

石
油
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
大
豆
や

肉
・
魚
介
類
な
ど
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
食
料

…
。
私
た
ち
が
生
き
る
上
で
不
可
欠
な
こ
れ

ら
多
く
の
も
の
が
中
南
米
地
域
か
ら
輸
入
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

他
方
で
、
数
多
く
の
工
業
製
品
を
中
南
米
地

域
に
輸
出
、
日
系
企
業
の
進
出
数
も
年
々
伸

び
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
相
互
の
結
び
付

き
が
強
く
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

移
住
者
や
日
系
人
の
功
績
、
長
年
の
協
力

実
績
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
に
厚
い
信
頼
と

期
待
を
寄
せ
る
中
南
米
諸
国
。
今
ま
さ
に
、

こ
の
地
域
と
の
関
係
強
化
、
安
定
・
発
展
に

向
け
た
さ
ら
な
る
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

支え合う
中南米と日本「三角協力」は、ある途上国が別の途上国に対して行う国際

協力（「南南協力」）を先進国が技術・資金・人材面でサポー
トすること。文化や言葉、気候など共通点が多い途上国同
士の協力は、その国にふさわしい“適正技術が移転”されるこ
とから、日本など先進国にとってはより効率的な支援が可能
となる。メキシコ、ブラジル、チリ、アルゼンチンなど、中南米諸
国の中には長年にわたる日本の協力の実績が実を結び、よ
り貧困度の高い周辺国への協力を始めた国もある。そこでＪＩ
ＣＡは、中南米地域の支援方法の一つとして、こうした国 と々
パートナーシップを結び、「三角協力」を推進している。近年
は、「日伯パートナーシップ」のようにアフリカへの三角協力を
展開するなど、地域を超えた取り組みも生まれている。
＞事例はp12「日伯の知見を世界へ」。

column 中南米支援の特長「三角協力」

広
が
る
関
係

特集 中南米と日本のきずな

実る成果─広がる関係

メキシコ
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スリナム

ガイアナ

ドミニカ共和国
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  （2008年）

■1人あたり ■ 6,000超
■ 6,000以下
■ 4,000以下
■ 2,000以下
■ 1,000以下
■ 不明

アンティグア・バーブーダ

セントルシア

グレナダ

セントクリストファー・
ネーヴィス
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グレナディーン諸島

ドミニカ国

CAN
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（単位：米ドル）

ベネズエラ

MERCOSUR
南米南部共同市場

アンデス　共同体

NAFTA
北米自由貿易協定

SICA
中米統合機構

CARICOM
カリブ共同体

大豆（2007年）　
全世界の52.3％（1億1,371万トン）

コーヒー豆（2009年）
輸入総量3億9,000万トン

銅鉱石（2009年）
輸入総量478万トン

チリ
36.1％

ペルー
16.2％

アルゼンチン
1.6％メキシコ0.7％

ブラジル0.5％

その他
44.9％
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■中南米への依存度（輸入量）

■食料の生産量

■中南米 過去10年の経済成長率
　 （平均、1998～2008年）

■対中南米 輸出入額の推移（1979～2009年）

出典： UNDATA（data.un.org/）

■進む域内経済統合（2010年8月現在）
域内経済統合の進展とともに、中南米諸国は域内の
共通課題に対する取り組みも強化している。

出典： UNDATA（data.un.org/）

参考： 世界銀行／World Development Indicators 2010

※ドミニカ共和国は除く。
　ベリーズを含む。

出典：財務省貿易統計

出典：財務省貿易統計

出典：FAO/FAOSTAT

ブラジル
28.3％

コロンビア
19.6％

グアテマラ

8.5％

エルサルバドル1.8％ホンジュラス1.6％
コスタリカ1.1％

その他の中南米諸国 2.4％

その他
36.7％



　
　
　

　

日
本
で
は
猛
暑
が
続
い
て
い
た
８

月
中
旬
。
46
年
ぶ
り
の
寒
波
に
見
舞

わ
れ
て
い
る
と
い
う
南
半
球
の
国
、

ペ
ル
ー
へ
と
向
か
っ
た
。
乗
り
継
ぎ

も
含
め
、
空
路
で
24
時
間
。
よ
う
や

く
到
着
し
た
真
冬
の
首
都
リ
マ
は
、

街
全
体
に
濃
い
霧
が
立
ち
込
め
、
今

に
も
雨
が
落
ち
て
き
そ
う
な
空
模
様

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
リ
マ
は
〝
砂
漠
の

大
都
市
〞、
年
間
降
雨
量
は
わ
ず
か
に

10
ミ
リ
程
度
。
人
口
は
９
０
０
万
人

に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
街
地

か
ら
西
へ
20
〜
30
分
車
を
走
ら
せ
る

と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
茶
色
い
土
の

小
高
い
丘
が
見
え
て
き
た
。
危
険
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
―
。
急
な
斜
面

に
、
薄
い
木
の
板
や
レ
ン
ガ
な
ど
で

作
ら
れ
た
無
数
の
家
が
並
ぶ
。

　

リ
マ
で
は
、
過
去
半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
、
地
方
の
低
所
得
者
層
を
中

心
と
し
た
〝
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
〞

人
口
が
流
入
し
、
宅
地
開
発
が
無
計

画
に
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
つ
い
に

は
、
こ
う
し
た
丘
に
ま
で
自
分
た
ち

で
家
を
建
て
、
住
み
着
い
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
数
は
政
府
も
正
確
に
は
把

握
し
き
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
無
秩
序
な
住
宅
地
の

拡
大
に
よ
り
、
現
在
リ
マ
で
深
刻
と

な
っ
て
い
る
の
が
水
の
問
題
だ
。
そ

も
そ
も
ペ
ル
ー
の
上
水
道
普
及
率
は
、

中
南
米
諸
国
の
平
均
91
・
４
％
を
下

回
る
84
％
。
降
雨
量
が
少
な
い
リ
マ

を
含
む
沿
岸
部
に
は
、
国
全
体
の
水

資
源
の
う
ち
わ
ず
か
２
％
し
か
存
在

し
な
い
。
ま
た
、
配
水
管
の
老
朽
化

に
よ
る
漏
水
、
盗
水
な
ど
が
原
因
で

無
収
水
率
※
2
が
37
％
（
２
０
０
８

年
）
と
高
く
、
水
道
が
引
か
れ
て
い

て
も
使
用
で
き
る
時
間
が
制
限
さ
れ

て
い
る
地
域
も
あ
る
。
全
人
口
の
３

割
を
抱
え
る
リ
マ
で
は
、
今
後
も
人

口
増
加
や
経
済
成
長
、
そ
し
て
都
市

の
拡
大
に
よ
り
、
水
需
要
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

逼
迫
す
る
水
の
問
題
―
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
問
題
が
改
善
さ
れ
始
め
た

地
域
も
あ
る
。

　
「
い
つ
で
も
水
が
使
え
る
の
で
生
活

が
楽
に
な
り
ま
し
た
」

　

笑
顔
で
そ
う
話
す
の
は
、
リ
マ
北

部
、
丘
の
上
の
住
宅
地
ア
テ
区
に
暮

ら
す
ワ
ル
タ
ー
・
ニ
ャ
ウ
パ
リ
さ
ん
。

夫
と
３
人
の
子
ど
も
と
暮
ら
す
彼
女
。

家
に
水
道
が
引
か
れ
る
前
は
、「
丘
の

ふ
も
と
に
来
た
給
水
車
か
ら
高
い
値

段
で
水
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

今
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
き
れ

い
な
水
が
出
る
し
、
月
々
の
水
道
料

金
も
以
前
の
水
購
入
代
金
の
半
分
以

下
。
急
な
坂
道
を
行
き
来
す
る
水
運

び
も
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返

る
。

　

48
万
人
が
暮
ら
す
こ
の
地
区
に〝
命

の
水
〞
が
通
っ
た
の
は
08
年
の
こ
と
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
を
受
け
て
、
２

０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
「
リ
マ
首
都

圏
周
辺
居
住
域
衛
生
改
善
事
業
」※
3

に
よ
り
、
リ
マ
北
部
の
７
地
区
に
給

水
塔
（
高
架
タ
ン
ク
）
や
配
水
管
を

含
む
上
下
水
道
を
整
備
。
丘
の
上
に

あ
る
こ
う
し
た
貧
困
地
区
に
も
、
安

全
な
水
が
届
け
ら
れ
、
生
活
用
水
を

確
保
す
る
た
め
の
お
金
を
大
き
く
節

約
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
数
、

約
4
万
4
0
0
0
軒
に
上
る
。

　

ま
た
、
同
時
に
工
事
が
始
ま
っ
た

下
水
道
も
、
09
年
に
完
成
。
住
ま
い

の
衛
生
環
境
も
改
善
し
た
。
サ
ン
・

フ
ア
ン
・
デ
・
ル
リ
ガ
ン
チ
ョ
地
区
の

シ
ル
ビ
ア
・
チ
ャ
グ
ァ
さ
ん
は
「
ゴ

キ
ブ
リ
や
ハ
エ
が
減
っ
た
お
か
げ
で
、

娘
た
ち
は
下
痢
や
皮
膚
病
に
か
か
ら

な
く
な
り
ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
す
。

　

丘
の
家
々
を
後
に
し
て
、
続
い
て

向
か
っ
た
先
は
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

雪
解
け
水
が
流
れ
る
リ
マ
ッ
ク
川
の

ほ
と
り
に
建
設
中
の
ワ
チ
パ
浄
水
場
。

標
高
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
場
所

で
は
、
来
年
５
月
の
完
工
に
向
け
、

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。

　

現
在
、
リ
マ
市
内
に
送
ら
れ
て
い

る
水
道
水
の
ほ
と
ん
ど
は
、
標
高
２

５
０
メ
ー
ト
ル
地
点
の
ア
タ
ル
ヘ
ア

浄
水
場
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
急
増

す
る
人
口
に
浄
水
能
力
が
追
い
付
か

な
い
上
、
２
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の

高
所
に
送
水
す
る
際
は
動
力
ポ
ン
プ

で
く
み
上
げ
る
た
め
、
そ
の
分
の
コ

ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
「
ワ
チ
パ
浄
水
場
が
で
き
れ
ば
、
１

日
に
43
万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
水
が
新
た
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
４
０
０
メ
ー
ト

ル
級
の
丘
に
あ
る
家
に
も
自
然
流
下

で
給
水
で
き
ま
す
」
と
、
リ
マ
上
下

水
道
公
社
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
で
事
業

運
営
を
率
い
る
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
オ
ル

チ
ェ
セ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
。
さ
ら
に
、
ワ
チ
パ
浄
水
場
か

ら
リ
マ
北
部
へ
水
を
送
る
総
延
長
27

キ
ロ
の
導
水
管
が
完
成
す
る
と
、
リ

マ
人
口
の
約
４
分
の
１
に
当
た
る
２

４
０
万
人
に
安
全
な
水
を
提
供
で
き
、

こ
れ
ま
で
水
道
が
な
か
っ
た
人
た
ち

も
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

丘
の
上
に
広
が
る
住
宅
地

増
え
る
水
需
要

円
借
款
で
上
下
水
道
を
整
備

貧
困
地
区
の
生
活
に
変
化

中南米諸国の中では上下水道の普及率が低いペルー。
「Agua Para Todos」（万人に水を）。

このスローガンのもと、
今、ペルー政府がJICAの円借款を受けて
２つの都市で進めている上下水道整備の

プロジェクト現場を訪ねた※1。

A
�� P��� T����
万人に水を

from ペルー
PERU

上下水道が整備されたシルビアさんの家。清潔な暮
らしぶりに、娘のエストレージャちゃん（右から3人目）
たちもうれしそう

丘の上のある地区では、1つ
目の給水タンク（右）を建設
後、それより高い位置に家が
建ったため、SEDAPALは2
つ目のタンクをさらにその住
宅地よりも上に設置（左）

順調に工事が進むワチ
パ浄水場。すぐ隣にある
リマック川では、取水堰も
建設されている

f rom

PERU
ペルー　
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中南米と日本のきずな
実る成果ー広がる関係

か
よ

ひ
っ
ぱ
く

セ
　

ダ
　

パ
　

ル

ペルー

首都リマ

イキトス市

ロレト州 アマゾン川

アンデス山脈

急峻な丘にもどんどん家が建てられていく

［上］SEDAPALのプロジェクトチーム（左
側）と設計・施工管理を担当する日本工
営の面々。事業内容の詳細を詰めていく
［下］相手のニーズを十分理解してより効
果的な協力を行うため、「密なコミュニケー
ションは不可欠」とJICAペルー事務所の
丹下職員。流ちょうなスペイン語でJICA
側の考えも伝える

※1 ペルーの水分野に対するJICAの協力はこの2都
市のほかに、ピウラ、チンボテなど11の都市で円借款
を、ピウラ州とランバイェケ州で技術協力プロジェク
トを実施している。
※2 浄水場から各家庭などに向けて給水された水の
うち、料金徴収の対象にならなかった水の割合。
※3 その後2010年に追加の円借款も供与。

きゅうしゅん

1つ目
↓

2つ目
↓

せき

September 2010                         0809                         September 2010



　
「A

gua Para Todos

」（
万
人
に
水

を
）―
。
06
年
に
発
足
し
た
ガ
ル
シ

ア
政
権
は
、
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の

拡
張
・
改
善
を
重
要
な
政
策
と
位
置

付
け
、
水
不
足
の
解
消
と
衛
生
環
境

の
改
善
に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。「
リ
マ
首
都
圏
周
辺
居
住
域

衛
生
改
善
事
業
」
も
、
そ
の
一
環
と

し
て
大
き
く
前
進
。Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ

の
ホ
ル
ヘ
・
バ
ル
コ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
４
年
間
で
リ
マ
の
上

水
道
普
及
率
は
90
％
か
ら
95
％
に
向

上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

の
目
標
は
１
０
０
％
。
ま
だ
や
る
べ

き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
誇
ら

し
げ
な
表
情
を
見
せ
る
。

　

他
方
で
、「
こ
の
ま
ま
人
口
が
増
加

し
て
い
く
と
、
既
存
の
水
源
で
は
数

十
年
後
、
さ
ら
な
る
水
不
足
に
な
る

可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
料
金
メ
ー

タ
ー
の
設
置
を
徹
底
し
、Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｌ
の
経
営
改
善
や
住
民
の
意
識
改

革
を
図
る
こ
と
が
大
切
」
と
、
設
計
・

施
工
管
理
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
を
担
当
す
る
日
本
工
営
株
式

会
社
の
青
木
卓
也
さ
ん
。
さ
ら
に
、

そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流
し
て
い
る
下

水
に
つ
い
て
は
、「
衛
生
面
や
環
境
面

の
配
慮
だ
け
で
な
く
、
降
雨
量
が
少

な
い
だ
け
に
、
処
理
し
た
水
を
ビ
ル
・

複
合
施
設
で
循
環
利
用
し
た
り
、
灌

漑
用
水
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と

な
ど
も
重
要
」
と
話
す
。

　

冬
空
の
リ
マ
か
ら
一
転
、
強
い
日

差
し
が
ま
ぶ
し
い
ア
マ
ゾ
ン
地
域
・

ロ
レ
ト
州
へ
。
人
口
約
37
万
人
を
擁

す
る
州
都
イ
キ
ト
ス
で
は
、
こ
の
日
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
を
受
け
て
行
わ

れ
る
上
下
水
道
整
備
の
起
工
式
が
開

か
れ
て
い
た
。
式
典
に
は
、
フ
ァ
ン
・

サ
ル
ミ
エ
ン
ト
住
宅
建
築
衛
生
省
大

臣
や
ノ
ル
マ
ン
・
レ
ウ
ェ
ス
州
知
事

ら
ペ
ル
ー
側
の
要
人
に
加
え
、
日
本

か
ら
目
賀
田
周
一
郎 

在
ペ
ル
ー
日
本

大
使
、
中
尾
誠
Ｊ
Ｉ
Ｃ
A
ペ
ル
ー
事

務
所
長
が
出
席
。
両
国
の
国
旗
を
手

に
一
行
を
歓
迎
す
る
地
元
の
人
々
の

盛
り
上
が
り
が
、
こ
の
事
業
へ
の
期

待
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

大
熱
帯
密
林
地
帯
の
中
、
ア
マ
ゾ

ン
川
と
そ
の
支
流
な
ど
で
三
方
を
水

に
囲
ま
れ
、「
陸
の
孤
島
」
と
も
呼
ば

れ
る
イ
キ
ト
ス
。
リ
マ
と
は
対
照
的

に
、
年
間
降
雨
量
は
３
０
０
０
ミ
リ

以
上
。
豊
富
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
水
施
設

が
不
足
し
、
水
道
管
が
通
っ
て
い
る

家
で
さ
え
１
日
の
給
水
は
２
〜
３
時

間
程
度
だ
っ
た
。
そ
こ
で
２
０
０
０

年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
を
通
じ
て

「
地
方
都
市
上
下
水
道
整
備
事
業
Ⅱ
」

※
4
が
ス
タ
ー
ト
。
08
年
ま
で
に
浄

水
場
や
給
水
塔
、
主
要
配
水
管
な
ど

が
改
修
・
新
設
さ
れ
、
上
水
道
普
及

率
は
60
％
か
ら
80
％
に
上
昇
、
新
た

に
４
８
１
０
軒
に
水
道
水
が
届
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

今
回
始
ま
っ
た
工
事
で
は
、
主
要

配
水
管
と
各
家
庭
を
つ
な
げ
る
た
め

の
二
次
管
網
を
敷
設
。「
10
カ
月
後
に

は
、
さ
ら
に
７
６
６
０
軒
に
水
道
管

が
通
さ
れ
、
上
水
道
普
及
率
は
90
％

に
改
善
し
ま
す
」
と
、
ロ
レ
ト
州
上

下
水
道
公
社
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｔ

Ｏ
の
ペ
ド
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
事
業

部
長
は
目
を
細
め
る
。

　

し
か
し
、
上
水
道
に
も
増
し
て
深

刻
な
の
が
下
水
道
の
問
題
だ
。
驚
く

こ
と
に
、
現
在
イ
キ
ト
ス
に
は
下
水

処
理
施
設
が
一
つ
も
な
い
。
す
べ
て

の
下
水
は
〝
未
処
理
の
ま
ま
〞
ア
マ

ゾ
ン
川
に
流
さ
れ
て
い
る
。
川
か
ら

は
悪
臭
が
漂
い
、
特
に
増
水
す
る
雨

期
に
は
、
人
々
は
劣
悪
な
衛
生
環
境

に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

こ
の
危
機
的
な
状
況
を
受
け
て
２

０
１
０
年
に
始
ま
っ
た
の
が
、
下
水

処
理
場
を
新
設
す
る
「
イ
キ
ト
ス
下

水
道
整
備
事
業
」。
同
事
業
に
対
し
て

も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
が
供
与
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
日
の
起
工
式
を
終
え
、

こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
建
設
工
事
。

完
成
す
る
２
０
１
１
年
末
に
は
、
約

４
万
１
０
０
０
軒
に
下
水
道
が
通
さ

れ
、
下
水
道
普
及
率
は
80
％
に
達
す

る
予
定
だ
。

　
「
水
を
大
切
に
！
枯
渇
さ
せ
て
は
い

け
な
い
！
」

　

リ
マ
市
内
、
取
材
帰
り
の
車
中
、

ラ
ジ
オ
か
ら
こ
ん
な
フ
レ
ー
ズ
が
聞

こ
え
て
き
た
。
今
回
、
取
材
で
訪
れ

た
上
下
水
道
整
備
事
業
と
関
係
あ
る

の
だ
ろ
う
か
―
。
す
る
と
、「
全
国
ネ

ッ
ト
の
地
元
ラ
ジ
オ
局『
Ｒ
Ｐ
Ｐ
』が
、

『Grupo A
gua

』（
水
グ
ル
ー
プ
）
と

一
緒
に
、
水
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
上
下
水
道
の
賢
明
な
利
用
者
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
訴
え
る
番
組

を
つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ペ
ル
ー
事
務
所
の
丹
下
能
嘉

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

　
「Grupo A

gua

」と
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

世
界
銀
行
、
米
州
開
発
銀
行
、
ド
イ

ツ
復
興
金
融
金
庫
、
ド
イ
ツ
技
術
協

力
公
社
、
ス
イ
ス
な
ど
の
援
助
機
関

で
組
織
さ
れ
た
、
い
わ
ば
ド
ナ
ー
協

調
の
場
。
定
期
的
な
情
報
交
換
や
経

験
の
共
有
、
対
話
、
連
携
を
通
じ
て
、

ペ
ル
ー
の
水
分
野
の
政
策
・
制
度
改

善
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
。Ｒ
Ｐ
Ｐ

と
の
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
は
こ
の
一
環

で
始
ま
っ
た
も
の
。「
ペ
ル
ー
の
開
発

に
貢
献
し
て
い
く
の
が
モ
ッ
ト
ー
」

の
同
社
が
08
年
、Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社

会
的
責
任
）
事
業
と
し
て
「Grupo 

A
gua

」
と
連
携
し
て
番
組
を
作
る
こ

と
に
な
っ
た
。
放
送
内
容
は
、
互
い

に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
企
画
し

て
い
る
。

　

ペ
ル
ー
で
は
、
安
価
な
ラ
ジ
オ
は

最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
情
報
源
。
番
組

へ
の
反
響
も
大
き
く
、
現
在
の
リ
ス

ナ
ー
は
お
よ
そ
６
０
０
万
人
。
全
人

口
の
４
人
に
１
人
が
こ
の
放
送
を
聞

い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

番
組
開
始
か
ら
１
年
が
経
過
し
た

09
年
、
こ
の
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
関
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
A
が
行
っ
た
国
民

意
識
調
査
で
は
、
興
味
深
い
結
果
が

出
た
。
水
資
源
が
有
限
で
あ
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
リ
ス
ナ

ー
が
１
年
間
で
65
％
か
ら
83
・
７
％

ま
で
増
加
。
し
か
し
一
方
で
、
43
・

７
％
の
リ
ス
ナ
ー
が
依
然
、
水
が
無

料
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
だ
。

上
水
道
を
整
備
し
て
も
、
一
人
一
人

が
水
の
価
値
を
意
識
し
な
け
れ
ば
、

水
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
。

「
Ｒ
Ｐ
Ｐ
と
し
て
も
、
水
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
よ
う
な
報
道
を
行
い
、

ペ
ル
ー
の
人
々
が
正
し
い
情
報
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
フ
リ
ー
ダ
・
デ
ル
ガ

ド
社
長
。

　

ペ
ル
ー
政
府
の
力
強
い
政
策
の
も

と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
上
下
水
道
事

業
を
、
30
年
余
り
に
わ
た
っ
て
積
極

的
に
支
援
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。「
政

策
ニ
ー
ズ
、
投
資
ニ
ー
ズ
、
問
題
点

を
常
に
意
識
し
、
ペ
ル
ー
の
水
問
題

な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
総
合
的
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
体
制
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ペ
ル
ー
事
務
所
に
蓄
積
さ
れ
て
い

ま
す
」
と
丹
下
さ
ん
。「
民
間
資
金
を

活
用
し
て
下
水
処
理
場
を
建
設
す
る

と
い
う
先
進
的
な
取
り
組
み
を
す
で

に
実
行
し
て
い
る
リ
マ
の
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｌ
に
対
し
て
は
、
日
本
の
水
ビ

ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
官

民
連
携
の
視
点
を
持
っ
て
今
後
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」。

　

他
方
、Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
側
も
、
こ

う
し
た
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

「
長
年
の
付
き
合
い
で
す
が
、
い
つ
も

私
た
ち
を
信
じ
、
ど
ん
な
相
談
に
も

素
早
く
対
応
し
て
く
れ
た
の
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
。
そ
し
て
何
よ
り
成
果
が
出
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
」（
カ
ル

メ
ラ
・
カ
ボ
ネ
ル
さ
ん
）。

　

今
確
実
に
、〝
命
の
水
〞
は
人
々
の

も
と
へ
届
け
ら
れ
、
劣
悪
な
衛
生
環

境
も
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
様
な
気
候
、
都
市
人
口

の
増
加
、
貧
困
、
環
境
破
壊
…
。
こ

の
国
の
水
を
取
り
巻
く
問
題
を
解
決

す
る
に
は
、
息
の
長
い
取
り
組
み
が

必
要
だ
。

　
「A

gua Para Todos

」

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
達
成
さ
れ
る

日
を
夢
見
て
―
挑
戦
は
続
く
。

全
国
ネ
ッ
ト
の
ラ
ジ
オ
番
組
で

水
の
価
値
を
伝
え
る

ア
マ
ゾ
ン
で
も
始
ま
っ
た

水
の
支
援

セ　
　

ダ　
　

ロ　
　

レ　
　

ト

イキトス市内ベレン地区には地方出身者が多く暮ら
す。特にこのような低地の地域では、乾期にはこうし
て水が引いた状態の川も、雨期になると水位が急上
昇し、高床式になっている家屋（写真奥）の1階部分
は浸水する（手前の家屋のように船上家屋も少なく
ない）。上下水道整備は今後の大きな課題だ

［右上］下水処理場がないイキトス。全住民の
生活排水がそのままアマゾン川に流されている
［左上］衛生環境が悪いせいか、皮膚病にか
かる子どもも多い
［下］雨期の間に川に捨てたごみは、水が引く
乾期になると地表に現れる

［上］イキトスにとって上下水道の整備は、一大プロジェクト。
住民が寄せる期待も大きい。コンサルティング業務は日本上
下水道設計株式会社が担当
［右下］式典であいさつするJICAペルー事務所の中尾所
長。「水は人間に不可欠なもの。上下水道設備の改善に向
け、今後のSEDALORETOに期待しています」
［左下］上水道施設の起工式には目賀田大使も出席。ユカ
芋（キャッサバ）から作られるアマゾンのお酒が入ったつぼ
「ティナハ・デ・マサト」を割る

［左］RPPの生放送中のスタジオ
［右］「これからはラジオやインターネットだ
けでなく、テレビなどのメディアをミックスさ
せ、この水のキャンペーンを盛り上げていき
たい」と話すRPPのフリーダ社長（左手
前）と、CSR事業部の社員

※4 イキトス市で上水道を、クスコ市とシクアニ市で上下水道を整備する事業。また「地方上下水道
整備事業I」では、ピウラ・カスティージャ市とチンボテ市を対象に上下水道整備を支援した。
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日
伯
の
知
見
を
世
界
へ

世
界
の
食
料
事
情
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
、

劇
的
な
農
業
発
展
を
遂
げ
た
ブ
ラ
ジ
ル
。

そ
の
原
動
力
の
一
つ
は
、広
大
な
不
毛
の
地「
セ
ラ
ー
ド
」を

一
大
農
業
生
産
地
帯
へ
と
変
ぼ
う
さ
せ
た

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
農
業
開
発
事
業
だ
っ
た
。

そ
の
経
験
が
今
、〝
日
伯
の
知
見
〞と
し
て
、

南
米
大
陸
を
飛
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

ブ
ラ
ジ
ル
中
央
部
の
広
大
な
熱
帯

サ
バ
ン
ナ
地
帯
「
セ
ラ
ー
ド
」。そ
の

面
積
は
約
２
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日
本

の
国
土
の
約
５
・
５
倍
に
も
匹
敵
す

る
。農
業
大
国
ブ
ラ
ジ
ル
が
誇
る
一

大
農
業
生
産
地
帯
で
あ
り
、
大
豆
、

綿
、野
菜
、果
物
、コ
ー
ヒ
ー
の
生
産

の
ほ
か
、畜
産
な
ど
も
盛
ん
だ
。

　

そ
れ
故
、
か
つ
て
こ
の
地
が
、「
灌

木
と
赤
土
の
荒
涼
と
し
た
原
野
だ
っ

た
」と
い
う
事
実
に
驚
く
者
は
多
い
。

大
陸
で
最
も
不
毛
な
、
半
砂
漠
の
地

域
―
。こ
の
地
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス

の
社
会
人
類
学
者
、
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト

ロ
ー
ス
は
そ
う
表
現
し
た
と
い
う
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
母
国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で「
閉
ざ
さ
れ
た
場
所
」を
意
味
す

る
セ
ラ
ー
ド
は
、文
字
通
り
、農
業
な

ど
到
底
で
き
る
は
ず
の
な
い
〝
不
毛

の
地
〞と
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
セ
ラ
ー
ド
が
、
後
に
世
界

有
数
の
農
業
生
産
地
帯
へ
と
変
ぼ
う

し
た
原
動
力
の
一
つ
が
、
日
本
と
ブ

ラ
ジ
ル
政
府
の
協
力
で
１
９
７
９
年

に
始
ま
っ
た
「
日
伯
セ
ラ
ー
ド
農
業

開
発
協
力
事
業
」だ
。J
I
C
A
を
は

じ
め
日
本
は
22
年
間
で
２
８
０
億
円

近
い
融
資
を
行
い
、
約
35
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
及
ぶ
農
地
の
造
成
や
灌
漑
施

設
の
整
備
、
農
業
組
合
の
設
立
な
ど

を
支
援
。技
術
協
力
の
分
野
で
も
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
専
門
家
を
派
遣
し
、
現
地

の
農
業
研
究
機
関
の
研
究
能
力
の
向

上
や
人
材
育
成
、
土
壌
・
品
種
の
改

良
、
栽
培
技
術
の
改
善
な
ど
に
努
め

て
き
た
。そ
の
結
果
、セ
ラ
ー
ド
は
大

豆
、綿
、コ
ー
ヒ
ー
に
代
表
さ
れ
る
大

規
模
農
業
、
果
物
や
野
菜
と
い
っ
た

中
・
小
規
模
農
業
、ま
た
畜
産
な
ど
、

多
様
な
農
業
が
行
わ
れ
る
大
農
業
地

帯
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

そ
の
過
程
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
南
部

「
不
毛
の
地
」が

一
大
農
業
生
産
地
帯
に

か
ら
セ
ラ
ー
ド
に
入
植
し
て
き
た
日

系
人
も
、
農
地
開
拓
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。今
も
多
く
の
日
系
農

家
が
こ
の
地
域
の
農
業
を
支
え
て
い

る
ほ
か
、
日
系
農
家
の
下
で
技
術
を

学
び
、
成
功
し
た
現
地
の
小
規
模
農

家
も
少
な
く
な
い
。

　
「
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
功
績
の
一
つ

は
、
世
界
の
食
料
供
給
の
安
定
に
貢

献
し
た
と
い
う
こ
と
」と
話
す
の
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
事
業
に
携
わ

っ
て
き
た
本
郷
豊
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
客
員
専
門
員
。「
例
え
ば
大
豆
は
、

今
や
輸
出
量
で
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
ま

で
に
成
長
し
ま
し
た
。輸
出
拠
点
が

二
極
化
し
た
こ
と
で
、
世
界
の
穀
物

生
産
や
国
際
価
格
の
安
定
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
」。

　

一
方
、
こ
う
し
て
農
業
大
国
と
な

っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
が
、近
年
、国
を
挙
げ

て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
化
石
燃

料
に
代
わ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な

ど
の
燃
料
開
発
だ
。気
候
変
動
対
策

と
し
て
国
際
社
会
か
ら
も
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。そ
う
し
た
中
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
油
糧
作
物
の
生
産
を
通

じ
た
小
農
の
生
計
向
上
を
目
指
し
、

リ
オ
グ
ラ
ン
ジ
・
ド
・
ノ
ル
テ
州
で
、

燃
料
の
元
と
な
る
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の

生
産
・
流
通
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
支

援
。ま
た
、燃
料（
エ
タ
ノ
ー
ル
）用
の

生
産
が
拡
大
し
、
食
料（
砂
糖
）へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
科
学
技
術

を
活
用
し
、
砂
糖
と
な
る
糖
液
を
茎

か
ら
搾
っ
た
後
の〝
か
す
〞（
バ
ガ
ス
）

を
使
っ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
技
術

の
確
立
に
協
力
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

干
ば
つ
な
ど
の
環
境
ス
ト
レ
ス
に
強

い
大
豆
の
品
種
開
発
に
も
今
後
取
り

組
む
予
定
だ
。

　

そ
し
て
今
、
ア
フ
リ
カ
南
部
・
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ

ル
が
手
を
組
み
、
セ
ラ
ー
ド
の
経
験

を
生
か
し
た
食
料
生
産
の
拡
大
と

人
々
の
生
計
向
上
を
目
指
す
支
援
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

植
民
地
時
代
の
名
残
で
、
ブ
ラ
ジ

ル
と
同
じ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
公
用
語

と
す
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
。近
年
は
、ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
精
錬
事
業
な
ど
で
経

済
成
長
を
見
せ
る
一
方
、
地
方
農
村

部
で
は
多
く
の
住
民
が
自
給
自
足
型

の
農
業
を
営
み
、
最
低
限
の
暮
ら
し

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、道
路
や

灌
漑
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
不
足
も

深
刻
だ
。こ
う
し
た
中
で
、こ
の
国
の

発
展
に
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
の
が
、
国
土
の
約
７
割
を
占
め

る
、
セ
ラ
ー
ド
と
同
じ
地
質
の
熱
帯

サ
バ
ン
ナ
地
帯
。将
来
有
望
な
農
業

生
産
地
帯
と
し
て
、
そ
し
て
世
界
の

食
料
安
全
保
障
の
実
現
の
カ
ギ
を
握

る
場
所
と
し
て
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル

も
注
目
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
北
部
を
東
西
に
貫
く
国
際
道

路
・
国
際
鉄
道「
ナ
カ
ラ
回
廊
」の
周

辺
地
域
で
、
農
村
の
現
状
と
開
発
の

可
能
性
を
探
る
調
査
を
実
施
。ま
た
、

農
業
試
験
場
の
研
究
能
力
向
上
支
援

や
、
総
合
的
な
農
業
開
発
計
画
の
策

定
な
ど
を
２
０
１
０
年
度
に
も
開
始

す
る
予
定
だ
。さ
ら
に
、円
借
款
を
通

じ
て
、
ナ
カ
ラ
回
廊
、
農
業
イ
ン
フ

ラ
、社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
行
い
、

包
括
的
な
農
業
開
発
に
向
け
た
支
援

も
検
討
し
て
い
る
。他
方
ブ
ラ
ジ
ル

は
、
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
で
の
知
見

を
、
現
地
の
研
究
機
関
な
ど
に
技
術

移
転
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

世
界
の
食
料
事
情
を
塗
り
替
え
た

一
大
農
業
生
産
地
帯
を
築
き
上
げ
、

安
定
し
た
経
済
成
長
を
続
け
る
ブ
ラ

ジ
ル
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
は
、開
発

途
上
国
の
貧
困
削
減
や
地
球
規
模
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
良

き
〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
で
も
あ
る
。日
伯

の
二
人
三
脚
に
よ
る
取
り
組
み
に
、

今
、大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
生
き
る

セ
ラ
ー
ド
の
経
験
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“BOSAI”を通じて
災害に強い国づくりを

地震やハリケーンなど、自然災害の多い中南米地域。
しかし、いまだ防災対策が十分でない国も多く、
甚大な被害が国の成長の障壁となっている。

JICAは、日本が培ってきた“BOSAI”の技術を伝えるため、
さまざまな協力を行っている。

　
　
　
　
　
　
　

　

９
月
１
日
と
い
え
ば
「
防
災
の

日
」。日
本
人
な
ら
、
こ
の
日
が
１
９

２
３
年
の「
関
東
大
震
災
」に
由
来
す

る
こ
と
を
知
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

古
く
か
ら「
地
震
大
国
」と
呼
ば
れ
て

き
た
日
本
。こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く

大
地
震
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ

の
経
験
を
糧
に〝
防
災
〞の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
て
き
た
。

　

中
南
米
も
日
本
と
同
様
、
地
震
が

多
い
地
域
と
し
て
有
名
だ
。今
年
だ

け
で
も
、１
月
に
ハ
イ
チ
、２
月
に
チ

リ
が
地
震
に
襲
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。一
瞬
に
し
て
、す
べ
て
を

破
壊
し
て
し
ま
う
自
然
災
害
。多
く

の
人
の
命
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
そ

の
被
害
が
も
た
ら
す
経
済
的
、
社
会

的
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
南
米
で
の
地
震
・

防
災
分
野
の
協
力
は
、
60
年
代
に
さ

か
の
ぼ
る
。60
年
に
発
生
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
５
の
大
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
地
震
多
発
国
チ
リ
に
対

し
て
は
、
地
震
工
学
な
ど
の
分
野
で

研
修
員
を
受
け
入
れ
て
き
た
ほ
か
、

88
年
か
ら
構
造
物
の
耐
震
設
計
や
地

震
災
害
軽
減
技
術
の
分
野
で
技
術
協

力
を
行
う
な
ど
、
同
国
の
耐
震
構
造

に
関
す
る
研
究
を
支
援
し
て
き
た
。

　

70
年
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
７

の
地
震
を
経
験
し
て
い
る
ペ
ル
ー
で

は
、
地
震
直
後
か
ら
調
査
団
を
派
遣

し
、地
盤
調
査
な
ど
を
実
施
。86
年
に

は
「
日
本
・
ペ
ル
ー
地
震
防
災
セ
ン

タ
ー
」を
設
立
し
、セ
ン
タ
ー
の
能
力

強
化
を
支
援
し
た
。ま
た
、85
年
の
大

地
震
を
契
機
に
防
災
分
野
に
力
を
入

れ
始
め
た
メ
キ
シ
コ
で
は
、
90
年
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
で
「
メ
キ
シ
コ
国

立
防
災
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
。専
門
家

派
遣
や
日
本
で
の
研
修
な
ど
を
通
じ

て
、
防
災
技
術
の
向
上
・
普
及
を
担

う
人
材
の
育
成
を
実
施
し
た
。長
年
、

同
分
野
の
協
力
に
携
わ
っ
て
き
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
環
境
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
大
井
英
臣
さ
ん
は
、「
今
で
は
同
セ

ン
タ
ー
が
域
内
の
防
災
拠
点
と
な

り
、第
三
国
研
修
※
１
や
メ
キ
シ
コ
人

専
門
家
の
派
遣
を
他
の
途
上
国
へ
行

中
南
米
地
域
に

日
本
の
防
災
技
術
を
伝
え
る

う
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
」と
、そ

の
効
果
を
話
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
耐
震
性
の

高
い
住
宅
建
設
の
た
め
の
技
術
移
転

だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、地
震
の
被
害
者
の

多
く
が
貧
困
層
で
、
日
干
し
レ
ン
ガ

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
家
に

住
ん
で
い
る
こ
と
が
被
害
拡
大
の
一

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
や
チ
リ
に
専
門
家

を
派
遣
。現
地
の
技
術
者
と
と
も
に
、

耐
震
技
術
の
開
発
と
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
０
７
年
か
ら
は
中
米

６
カ
国
を
対
象
に
、「
中
米
広
域
防
災

能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
通
称
Ｂ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
ス
タ

ー
ト
。各
国
の
地
方
自
治
体
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
対
象
に
、洪
水
、地
す

べ
り
、地
震
、火
山
噴
火
な
ど
の
災
害

対
策
を
進
め
て
い
る
。ま
た
チ
リ
で

も
千
葉
大
学
と
協
働
で
、
地
震
・
津

波
の
減
災
技
術
の
向
上
を
目
指
し
た

科
学
技
術
協
力
※
２
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
国
ハ

イ
チ
で
は
、ま
さ
に
今
、地
震
後
の
復

興
に
向
け
た
支
援
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。今
年
１
月
、首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ

ン
ス
と
そ
の
近
郊
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
０
の
地
震
は
、
死
者

20
万
人
以
上
と
い
う
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。半
年
以
上
が
た
っ
た

今
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
ハ
イ
チ
関

連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。し
か
し
、街

に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
多
く

の
建
物
が
倒
壊
し
た
ま
ま
放
置
さ

れ
、
そ
の
先
に
は
仮
設
テ
ン
ト
が
広

が
っ
て
い
る
状
態
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
地
震
発
生
か
ら
復
興

ま
で
、ハ
イ
チ
に
対
し
て〝
切
れ
目
の

な
い
〞協
力
を
実
施
。地
震
か
ら
３
日

後
に
は
、
国
際
緊
急
援
助
隊
医
療
チ

ー
ム
を
派
遣
し
た
。活
動
サ
イ
ト
は
、

首
都
か
ら
約
40
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る

レ
オ
ガ
ン
。厳
し
い
環
境
の
下
で
25

人
の
隊
員
が
一
丸
と
な
り
、
８
日
間

に
わ
た
っ
て
５
３
４
人
の
患
者
を
診

察
・
治
療
し
た
。そ
し
て
２
月
に
は
、

国
連
、世
界
銀
行
、米
州
開
発
銀
行
な

ど
が
実
施
し
た
復
興
支
援
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
調
査
に
参
加
。５
月
に
は
、こ

の
調
査
の
結
果
や
ハ
イ
チ
政
府
が
発

表
し
た
国
家
復
興
開
発
行
動
計
画
の

内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、①
生
活
再
建

に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
事
業
（
水
供
給

シ
ス
テ
ム
復
旧
整
備
な
ど
）、②
政
府

が
進
め
る
国
土
整
備
・
被
災
地
復
興

計
画
策
定
へ
の
支
援
、③
復
興
の
た

め
の
追
加
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
の
確

認
・
技
術
的
調
査
を
柱
と
す
る
「
緊

急
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
。ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

円
滑
な
実
施
や
連
絡
調
整
を
目
的
に

首
都
に
事
業
拠
点
も
開
設
し
て
お

り
、
今
後
も
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速

に
拾
い
上
げ
な
が
ら
幅
広
い
協
力
を

展
開
し
て
い
く
。

　

ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵
庫
が
中
心
と
な

り
、
ハ
イ
チ
国
内
の
行
政
官
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
し
た
日
本
で

の
研
修
を
計
画
中
。兵
庫
県
神
戸
市

に
あ
る「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
と
協
働
で
、
日
本
で
の
視
察
・

実
習
を
通
じ
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
経
験
と
教
訓
を
共
有
し
て
い

く
。７
月
に
は
兵
庫
県
の
関
係
者
ら

が
現
地
を
視
察
し
、
研
修
内
容
を
よ

り
具
体
化
す
る
た
め
、
対
象
者
ら
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。２
０
１
１

年
に
は
、
第
一
回
目
の
研
修
が
兵
庫

県
で
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

２
０
１
０
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
15
年
を
迎
え
た
日
本
。こ
れ

を
節
目
に
、
私
た
ち
自
身
も
今
ま
で

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
さ
ら
に

効
果
的
な
防
災
の
在
り
方
を
考
え
る

時
に
来
て
い
る
。同
じ
課
題
を
抱
え

る
中
南
米
地
域
と
共
に
、
効
果
的
な

〝
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
〞を
目
指
し
て
進
ん
で

い
く
。

緊
急
支
援
か
ら
復
興
ま
で

ハ
イ
チ
を
支
え
る

from 中南米地域
Latin America & the Caribbean

BOSAIプロジェクトの一環で、エルサルバド
ルでは小学校で避難訓練を実施。日本の学
校では当たり前のように行われているが、中
南米ではまだまだ普及していない

耐震性の高い低所得者向け住宅の普及を支援するため、
エルサルバドルではさまざまな耐震実験を実施

ハイチの被災地（レオガン）を視察す
るＪＩＣＡ調査団のメンバー。政府関
係者から地域住民まで、幅広い層を
対象に聞き取り調査を行うことで、よ
り的確な復興支援のニーズを探る

地震発生から半年以上が経ったハイチの首都ポルトー
プランスの様子。多くの人々がいまだテント生活を強いら
れ、崩壊された建物も放置された状態だ

※１ JICAの技術協力の一つで、日本が開発途上国に移転した技術を、
　　 その国を通じて周辺国などに移転・普及させるための研修。

※２ 地球規模課題の解決に向け、日本と途上国の研究機関が国際共同研究を推進するもの。

ハイチで医療支援を行う国際緊急援助隊の隊員。重傷
者が多く、限られた機材での活動はかなりの苦難を要した
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「
や
っ
と
こ
の
日
が
来
た
」

　

４
月
下
旬
、ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
第
２
の

都
市
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
市
―
。郊
外
に
あ
る

ご
み
処
分
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式
典
で
、そ

の
様
子
を
感
慨
深
げ
に
見
つ
め
る
男
性
が

い
た
。彼
の
名
前
は
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
清
掃

公
社
職
員
の
エ
ド
ワ
ル
ド
・
モ
レ
タ
さ
ん
。

こ
の
道
6
年
、
こ
こ
、
ラ
フ
ェ
イ
処
分
場
の

環
境
改
善
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
市
の
人
々
は
、ず
っ
と
、

処
分
場
の
悪
臭
や
煙
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
し
た
。何
と
か
改
善
す
る
方
法
が
な
い
か

と
、何
年
も
模
索
し
て
い
た
ん
で
す
」

　

ラ
フ
ェ
イ
処
分
場
が
建
設
さ
れ
た
の
は

１
９
７
０
年
代
。市
内
で
出
る
ご
み
の
大
半

が
、
こ
こ
に
運
ば
れ
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
、
不
十
分
な
管
理
体
制
が
続
き
、
埋
立

地
か
ら
は
可
燃
物
の
燃
焼
に
よ
り
大
量
の

ガ
ス
が
発
生
。上
空
は
常
に
白
煙
で
覆
わ

れ
、周
辺
住
民
へ
の
健
康
被
害
に
ま
で
及
ん

で
い
た
。

　

こ
の
状
況
を
早
急
に
何
と
か
し
な
け
れ

ば
―
。そ
こ
で
２
０
０
６
年
、
清
掃
公
社
を

代
表
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜
が
川
崎
市
に
あ

る
財
団
法
人
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
実
施
す
る
日
本
で
の
課
題
別
研

修
「
廃
棄
物
総
合
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
に
モ
レ

タ
さ
ん
が
参
加
す
る
こ
と
に
。69
年
に
開
設

さ
れ
た
歴
史
あ
る
こ
の
研
修
は
、日
本
国
内

の
自
治
体
を
視
察
し
、廃
棄
物
処
理
の
適
正

な
管
理
方
法
を
学
ぶ
の
が
目
的
。こ
れ
ま
で

に
計
67
カ
国
、
４
３
１
人
も
の
研
修
員
が

参
加
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
モ
レ
タ
さ
ん
は
、福
岡
大
学
の
松

藤
康
司
教
授
の
講
義
を
聞
き
、あ
る
手
法
に

衝
撃
を
受
け
る
。日
本
の
多
く
の
処
分
場
で

採
用
さ
れ
て
い
る「
準
好
気
性
埋
立
シ
ス
テ

ム（
福
岡
方
式
）」だ
。「
ノ
ウ
ハ
ウ
さ
え
理
解

し
て
い
れ
ば
、施
工
も
管
理
も
高
度
な
技
術

を
必
要
と
し
な
い
。コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑

え
な
が
ら
、
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
で
き

る
。こ
れ
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
」。

　

帰
国
後
、モ
レ
タ
さ
ん
は
福
岡
方
式
の
導

入
に
向
け
て
、本
格
的
な
計
画
づ
く
り
を
ス

タ
ー
ト
。日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
古
澤

真
澄
さ
ん
い
わ
く
、「
モ
レ
タ
さ
ん
は
、最
初

か
ら
処
分
場
の
環
境
改
善
に
的
を
絞
り
、日

本
で
も
積
極
的
に
情
報
収
集
に
励
ん
で
い

た
ん
で
す
。そ
れ
故
に
、
彼
が
研
修
後
に
作

成
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も
、理
想
論
で

は
な
い
、現
実
的
な
内
容
で
あ
る
と
日
本
で

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
」。彼
の
熱
心

な
取
り
組
み
の
便
り
は
日
本
に
も
届
き
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
処
分
場
の
改
修
工
事
を
後
押
し

す
る
た
め
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

調
査
団
に
は
、
松
藤
先
生
を
は
じ
め
、
福

岡
市
役
所
や
札
幌
市
役
所
の
担
当
者
、民
間

業
者
な
ど
も
参
加
。年
2
回
の
ペ
ー
ス
で
現

地
を
訪
問
し
、施
工
や
管
理
方
法
な
ど
の
指

導
を
続
け
た
。時
に
は
自
ら
ス
コ
ッ
プ
を
持

っ
て
ご
み
山
を
駆
け
上
が
り
、現
地
の
職
員

た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
日
本
人
の
姿

に
、
モ
レ
タ
さ
ん
た
ち
の
士
気
も
高
ま
っ

た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
常
に
現
地
で
支

え
て
い
た
の
が
、シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
柏
木
昭
雄
さ
ん
。「
彼
ら
が
一
丸
と
な

っ
て
奮
闘
す
る
姿
を
見
て
い
た
の
で
、何
と

か
成
功
さ
せ
た
か
っ
た
ん
で
す
。工
事
が
予

定
通
り
進
む
よ
う
、日
本
に
い
る
調
査
団
メ

ン
バ
ー
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
、細
か
い
技
術
指
導
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
な
ど
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
ま
し
た
」。

　

さ
ら
に
、
処
分
場
の
改
修
と
並
行
し
て
、

モ
レ
タ
さ
ん
は
周
辺
地
域
の
住
民
を
対
象

に
環
境
教
育
も
実
施
。日
本
の
研
修
に
参
加

し
た
時
、杉
並
区
立
杉
並
第
十
小
学
校
で
視

察
し
た
、網
に
入
れ
た
生
ご
み
を
土
に
埋
め

て
１
カ
月
後
に
掘
り
出
し
、そ
の
変
化
を
観

察
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
た
。「
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
着
実
に
生
か
し
て
い
る
姿

に
感
激
し
ま
す
」と
、
古
澤
さ
ん
は
目
を
細

　日本人の食卓で代表的なおかずと言えば「サケ」。
しかし、スーパーの鮮魚コーナーに足を運んでみると、
その多くが輸入品であることが分かる。中でも目に付
くのが「チリ産養殖」の表示。実際に、日本に輸入さ
れるものの多くがチリ産だ。
　今では世界有数のサケ輸出国として知られるチリ
だが、40年前には、生息地ですらなかったというから
驚く。チリでサケの養殖が始まったのは1970年代
末。何もないゼロの状態から、日本人専門家が現地
の水産関係者とともに奮闘を続けた。途中、クーデタ
ーなど、幾多の苦難に直面しながらも、プロジェクトは
進められ、20年にわたる日本とチリのサケ養殖に向
けた協力、半官半民のチリ財団による事業化、日本
企業の加工技術と輸出市場の開拓などを経て、つい
に新たな産業として確立。今日では、世界で1、2を争
うサケ輸出国に発展している。
　今年8月、細野昭雄・JICA研究所上席研究員が
この協力の歴史をまとめた『南米チリをサケ輸出大
国に変えた日本人たち』を出
版。「現地に足を運び、さま
ざまな立場でプロジェクトに
かかわった人々の取材をしま
した。チリ人と日本人の苦労
を織り交ぜながら、長い時間
軸でプロジェクトの成果を分
析した“プロジェクトヒストリ
ー”です」と細野さんは話す。
身近なサケを通じて、チリと
のつながりが学べる一冊だ。
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海
を
渡
っ
た
〝
福
岡
方
式
〞

〜
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
実
を
結
ん
だ
研
修
の
成
果
〜

ご
み
処
分
場
の
公
害
を
な
く
す
た
め
に
、日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
た
い
と
来
日
し
た

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
研
修
員
。J
I
C
A
の
研
修
を
経
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
協
力
の
も
と
、そ
の
成
果
が
つ
い
に
実
を
結
ん
だ
。

日
本
の
研
修
で
学
ん
だ

廃
棄
物
管
理
の
手
法

〝
福
岡
方
式
〞で

生
ま
れ
変
わ
っ
た
処
分
場

重機で穴を掘り、ガス抜き管を設置する清掃公社の職員と調査団のメ
ンバー。発火防止を図るためのものだ

処分場で作業をするモレタさん
（左から2番目）と柏木さん（左
端）。「研修でたくさんの日本人
に親切にしてもらったと、異国の
地で活動する私のことを常に気
遣ってくれました」（柏木さん）

チリのサケ養殖産業の発展に
貢献した日本

ダイヤモンド社
1,575円（税込）

改修前のラフェイ処分場（右）は白煙と悪臭がひどく、住民からの苦情が相次いでいた。
「福岡方式」の導入によりエコパーク・ラフェイ（左）として再生し、今では環境が劇的に改善されている

め
る
。

　

２
０
１
０
年
４
月
、か
つ
て
白
煙
に
覆
わ

れ
て
い
た
処
分
場
は
、「
エ
コ
パ
ー
ク
・
ラ

フ
ェ
イ
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。ご
み

山
は
き
れ
い
に
土
で
覆
わ
れ
、サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
市
に
は
青
空
が
戻
っ
た
。今
後
も
３
Ｒ

※
1
の
導
入
や
ス
カ
ベ
ン

ジ
ャ
ー
※
2
と
の
連
携
な

ど
、新
た
な
可
能
性
を
模

索
中
だ
。

　

日
本
で
の
経
験
を
胸

に
、こ
れ
か
ら
も
彼
ら
の

挑
戦
は
続
い
て
い
く
。

※
1 

リ
デ
ュ
ー
ス
、リ
ユ
ー
ス
、リ
サ

イ
ク
ル
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、循
環
型

社
会
を
目
指
す
手
法
。

※
2 

ご
み
の
中
か
ら
有
価
な
も
の

を
探
し
、転
売
し
て
生
計
を
立
て

て
い
る
人
々
。

ドミニカ共和国

サンティアゴ市
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ブラジル
モザンビーク

本
。
両
国
を
代
表
し
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
人
々

の
た
め
に
働
く
こ
と
は
、
今
の
私
に
と
っ
て
、

何
よ
り
の
誇
り
な
ん
で
す
」

　

日
本
か
ら
太
平
洋
を
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
大
西
洋
を
超
え
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着

い
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
。
ル
ー
シ
ー
さ
ん
に
と

っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
上
な
い
ゲ
ン
バ
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

　

看
護
師
１
人
が
約
５
０
０
０
人
を
、
医
師

1
人
が
約
10
万
人
の
命
を
預
か
る―

。
こ
の

事
実
が
、
ア
フ
リ
カ
南
部
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
保
健
医
療
の
現
状
を
物
語
る
。
生
後
１
年

未
満
に
死
亡
す
る
乳
児
の
数
は
、
１
０
０
０

人
当
た
り
１
１
５
・
４
人
。
世
界
で
最
も
厳

し
い
環
境
下
に
あ
る
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ

（
平
均
88
・
５
人
）
の
中
で
も
、
状
況
は
さ
ら

に
深
刻
だ
。
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
改
善
の
た
め
、
政
府
は
国
を
挙
げ
て
施

設
の
整
備
に
取
り
組
む
が
、
一
方
で
そ
れ
を

担
う
人
材
の
育
成
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

　

首
都
マ
プ
ト
近
郊
の
保
健
人
材
養
成
学
校
。

よ
く
声
の
通
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
話
し
掛
け

る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
伊
藤
小
百
合
・
ル
ー

シ
ー
さ
ん
に
、
講
義
室
に
集
ま
っ
た
大
勢
の

看
護
師
た
ち
が
注
目
す
る
。
か
つ
て
日
本
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
祖
父
母
を
持
つ
日

系
ブ
ラ
ジ
ル
人
３
世
と
し
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

近
郊
で
生
ま
れ
育
っ
た
ル
ー
シ
ー
さ
ん
。
看

護
師
を
経
て
医
師
と
な
り
、
そ
の
後
は
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
大
学
医
学
部
の
教
授
や
研
究
者
と

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
医
学
界
の
第
一
線
で
長
年

活
躍
。
現
在
、
そ
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
を

生
か
し
、
こ
こ
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
渡
り
、
保

健
医
療
人
材
の
育
成
に
奔
走
し
て
い
る
。

　

ル
ー
シ
ー
さ
ん
が
初
め
て
こ
の
地
に
足
を

踏
み
入
れ
た
の
は
２
０
０
７
年
の
こ
と
。
中

進
国
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
経

験
を
、
他
の
開
発
途
上
国
に
移
転
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
日
本
・

ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
一
環
で
、
医
療
分
野
の
短
期
専
門

家
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

　
「
養
成
学
校
を
訪
れ
る
と
、
ま
と
も
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
科
書
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

教
員
の
知
識
レ
ベ
ル
も
極
め
て
低
く
、
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
独
立
後
間
も

な
い
１
９
７
７
年
か
ら
15
年
に
わ
た
る
内
戦

を
経
験
し
、
そ
の
間
、
医
療
従
事
者
を
育
て

る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
。
そ

の
傷
跡
が
、
内
戦
が
終
結
し
て
20
年
近
い
年

月
が
経
っ
た
今
も
残
る
。

　
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
す
べ
て
の
人
に
、
十
分

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
た
い
」。
そ
ん
な
強

い
思
い
を
胸
に
、
09
年
10
月
か
ら
は
長
期
専

門
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
ル
ー
シ
ー
さ
ん
。

全
国
に
13
カ
所
あ
る
養
成
学
校
な
ど
を
回
り
、

教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
保
健

省
の
同
僚
と
共
に
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
な
ど
に
奮
闘
し
て
い
る
。

　
「
何
よ
り
も
ま
ず
、
教
員
の
知
識
レ
ベ
ル
・

指
導
レ
ベ
ル
を
一
定
の
基
準
に
ま
で
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
考
え
る
ル
ー
シ
ー

さ
ん
。
現
在
、
彼
女
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と

に
全
国
共
通
の
教
員
用
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
教
材

の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
完
成
後
は
各
養
成

学
校
で
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
数
が
少
な
い
た
め
に
権
限
が
大
き

く
、
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
な
り
が
ち
な
医
師
や
、

責
任
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
看
護
師

な
ど
、
医
療
従
事
者
た
ち
の
患
者
へ
の
接
し

方
に
違
和
感
を
感
じ
る
事
も
あ
る
。「
養
成
学

校
で
の
教
員
と
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
薄
さ
が
、
そ
う
し
た
態
度
に
も
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
と
い
う
仕
事

に
誇
り
を
持
ち
、
患
者
さ
ん
を
大
切
に
す
る

と
い
う
価
値
観
を
、
教
員
に
伝
え
て
い
き
た

い
」。
そ
う
考
え
て
い
る
。

　

ル
ー
シ
ー
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
、

〝
ル
ー
ツ
〞
で
あ
る
日
本
を
強
く
意
識
し
て
生

き
て
き
た
。
日
系
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
発
展
に

貢
献
し
て
き
た
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
、
彼

女
自
身
も
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
２
０
０
０
年
〜
01
年
に
か
け
て
〝
第
二

の
故
郷
〞
日
本
に
渡
り
、
愛
知
県
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
と
し
て
過
ご

し
た
日
々
は
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な

っ
た
。
体
系
的
な
日
本
の
研
究
の
進
め
方
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
疫
学
や
予
防
学
な

ど
の
研
究
を
進
め
、
滞
在
中
に
論
文
を
発
表

す
る
な
ど
多
く
の
成
果
を
上
げ
た
。

　

日
本
は
、
長
年
の
支
援
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ジ

ル
の
医
療
体
制
の
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
そ
し
て
ル
ー
シ
ー
さ
ん
自
身
も
、
日

本
で
貴
重
な
経
験
を
積
ん
だ
。
今
度
は
自
分

が
、
そ
の
成
果
を
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
伝
え
る

番
だ
。

　

日
本
で
の
研
修
時
代
に
師
事
し
、「
私
の
恩

師
」
と
ル
ー
シ
ー
さ
ん
が
慕
う
田
島
和
雄
・

愛
知
県
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、「
和
を

大
切
に
す
る
日
本
人
の
心
と
、
何
事
に
も
物

お
じ
し
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
大
ら
か
さ
を
持

っ
た
、
周
囲
の
人
の
心
に
明
か
り
を
と
も
し

て
く
れ
る
存
在
」
と
彼
女
を
評
価
す
る
。
そ

の
親
し
み
や
す
さ
か
ら
、
ル
ー
シ
ー
さ
ん
の

オ
フ
ィ
ス
に
相
談
に
訪
れ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

人
の
同
僚
は
後
を
絶
た
な
い
。

　
「
私
の
二
つ
の
ふ
る
さ
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

日
本
の
和
の
心

ブ
ラ
ジ
ル
の
大
ら
か
さ

「二つの“ふるさと”の誇りを胸に」

深
刻
な
医
療
人
材
不
足
の
中
で

伊藤小百合・ルーシーさん
JICA専門家
Ito Sayuri Lucy

保健人材養成学校で、医療機材の使
い方を教員たちに指導するルーシーさん

精力的に地方を回り、養成学校の課題を把握し、教員の指導技術向上に努める

モザンビークではブ
ラジル日系人の歴
史や存在は知られ
ていない。ルーシー
さんの流ちょうなポ
ルトガル語に「どこ
で習ったの？」と驚
く人も多いという

南米でもJICA短期専門家として
活躍。ペルーとパラグアイでは、病
院のない山岳地帯やへき地への
巡回医療に取り組んだ

養成学校では多くの
青年海外協力隊員
も活動している。適
切なアドバイスを送
ってくれるルーシーさ
んは、隊員にとって
頼れる存在だ

日系移民の子孫としてブラジルで生まれ育ち、
医学界の最前線で活躍してきた伊藤小百合・ルーシーさん。
自らの“ルーツ”である日本を通じて得た経験と知識を手に、
今はアフリカ・モザンビークで保健医療人材の育成に情熱を注ぐ。

ゲンバの風
第 18 回

いとう・さゆり・るーしー
ブラジル・サンパウロ州生まれ。1983年サンパウロ大学看
護学校を卒業後、同大学心臓病院で看護師として3年間
勤務。その後、同大学医学部に進学し、93年より同大学
病院にて医師として勤務。その傍ら、大学での研究活動も
続ける。2002年、サンパウロ大学医学部教授に就任。
04年より、JICA短期専門家として、ペルー、パラグアイな
どで活動。09年10月より、JICA第三国長期専門家として
モザンビークの保健人材育成支援に携わる。
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メキシコ

ベラクルス州

アメリカ

　
「
も
し
今
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
彼
女

が
妊
娠
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
？
」

　

互
い
に
顔
を
見
合
せ
、
話
し
込
む
高
校

生
た
ち
。
そ
の
表
情
は
い
つ
に
な
く
真
剣

だ
。

　

こ
こ
は
、
メ
キ
シ
コ
で
開
発
が
遅
れ
て

い
る
地
域
の
一
つ
、
東
部
ベ
ラ
ク
ル
ス
州
。

農
村
部
を
中
心
に
先
住
民
が
多
く
住
む
地

域
で
あ
り
、
貧
し
さ
に
苦
し
む
人
々
は
少

な
く
な
い
。
近
年
は
、
正
し
い
性
教
育
や

知
識
の
不
足
に
よ
る
、
十
代
で
の
妊
娠
や

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
拡
大
な
ど
も
深
刻
化

し
て
い
る
。

　

高
校
生
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
性
の
健
康
教
育
の
手
法
の
一
つ
、「
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」。「
ピ
ア
」（p

e
e
r

）

と
は
英
語
で
〝
仲
間
〞
を
意
味
し
、
世
代

や
境
遇
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
が
悩
み
や

不
安
を
分
か
ち
合
い
、〝
何
を
す
べ
き
か
〞

を
共
に
考
え
、
自
分
が
ど
う
す
る
か
決
定

す
る
力
を
は
ぐ
く
む
手
法
だ
。

　
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
自
分

や
他
者
の
抱
え
る
悩
み
を
否
定
せ
ず
丸
ご

と
受
け
止
め
、
今
す
べ
き
こ
と
を
見
つ
け

て
行
動
に
移
し
て
い
く
、
そ
の
た
め
の
力

を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

そ
う
説
明
す
る
の
は
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
導
入
し
て
思
春
期
か
ら
の
〝
健

康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
〞
作
り
に
取
り

組
む
、
自
治
医
科
大
学
の
高
村
寿
子
名
誉

教
授
。
２
０
０
７
年
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草

悩
み
を
仲
間
と
共
有
し

一
歩
を
踏
み
出
す

の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
、
同
州
の
二

つ
の
保
健
区
で
保
健
局
や
地
元
の
保
健
所

な
ど
と
協
力
し
、
主
に
15
〜
17
歳
の
高
校

生
た
ち
を
対
象
に
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
理
論
や
ス
キ
ル
を
伝
え
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
高
村
さ
ん
。

日
本
で
も
長
年
、
従
来
の
性
教
育
・
思
春

期
健
康
教
育
の
行
き
詰
ま
り
が
叫
ば
れ
る

中
、
自
治
医
科
大
学
看
護
学
部
で
学
生
を

指
導
し
な
が
ら
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
普
及
に
尽
力
し
て

き
た
。
今
で
は
、
思
春
期
の
性
の
健
康
を

促
進
す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
の
国
民
運
動
施
策
「
健

や
か
親
子
21
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
自

治
体
で
も
広
く
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　

高
村
さ
ん
は
04
年
、
女
性
の
健
康
促
進

を
図
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
短
期
専
門
家

と
し
て
、
ベ
ラ
ク
ル
ス
州
を
訪
問
。
そ
の

際
に
活
用
し
た
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

手
法
に
現
地
の
関
係
者
が
興
味
を
持
ち
、

現
在
の
取
り
組
み
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

３
日
間
の
研
修
を
受
け
た
高
校
生
た
ち

は「
ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
」と
呼
ば
れ
、そ
の
後
、

自
分
た
ち
の
学
校
や
他
の
地
域
の
高
校
の

生
徒
た
ち
に
、
健
康
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

作
り
に
必
要
な
情
報
や
ス
キ
ル
を
伝
え
て

い
く
。
テ
ー
マ
は
、「
思
春
期
妊
娠
」、「
性

感
染
症
」、「
家
庭
内
暴
力
」、「
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
※
」、「
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
」
な
ど
、
地

域
に
は
び
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
中
心

だ
。
同
じ
目
線
で
意
見
や
経
験
を
分
か
ち

合
い
、
仲
間
の
言
葉
、
考
え
、
経
験
に
触

れ
る
。
大
人
か
ら
教
わ
る
の
と
は
異
な
り
、

そ
れ
ら
は
彼
ら
に
と
っ
て
身
近
で
ご
く
自

然
な
も
の
で
あ
り
、
心
の
中
に
す
っ
と
浸

透
し
て
い
く
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
が
で
き
た

時
に
は
、
妊
娠
や
性
感
染
症
の
こ
と
を
学

び
、
そ
の
予
防
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
た

い
」。
参
加
者
は
問
題
に
対
す
る
正
し
い

知
識
だ
け
で
な
く
、
自
分
な
り
の
考
え
、

信
念
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
、
帰
っ
て
行

く
。

　
「
こ
れ
は
単
な
る
性
の
健
康
教
育
と
い

う
ツ
ー
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
は
生
き
方

の
教
育
で
も
あ
る
ん
で
す
」
と
高
村
さ
ん
。

参
加
者
の
中
に
は
親
か
ら
虐
待
を
受
け
る

な
ど
、
つ
ら
い
境
遇
の
中
で
不
安
を
抱
え
、

希
望
を
見
い
だ
せ
ず
に
い
る
者
も
少
な
く

な
い
。
し
か
し
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
心
を
開
き
、
自
己
と
他
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
の
大
切
さ
、
夢
を
持
つ
権
利
は
皆

に
平
等
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、「
生
き

る
意
味
」
や
「
社
会
の
中
で
自
分
が
果
た

す
べ
き
使
命
」
を
見
つ
け
、
本
来
の
生
き

る
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
今
、
活
動
は
父
兄
や
教
師
、
地

域
住
民
な
ど
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
当
初
、「
放
課
後
は
働
い
て
家
計
を

助
け
る
べ
き
だ
」
と
考
え
て
い
た
保
護
者

や
、
授
業
へ
の
支
障
を
懸
念
し
て
い
た
教

師
も
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る
ピ
ア
リ
ー

ダ
ー
た
ち
を
見
て
、
徐
々
に
理
解
を
示
し

始
め
た
。
現
在
は
、
保
護
者
、
学
校
、
保

健
所
の
職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
支
援
組

織
を
作
り
、
若
者
た
ち
の
活
動
を
地
域
一

体
と
な
っ
て
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、
そ

の
体
制
づ
く
り
に
着
手
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
の
保
健
局
が
こ
の
活
動
を
州
全
体
に

広
げ
て
い
け
る
よ
う
、
自
治
医
科
大
学
が

一
体
と
な
っ
て
、
ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
の

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

大
人
の
一
歩
手
前
の
多
感
な
時
期
に
、

自
分
の
心
と
身
体
、
そ
し
て
自
己
実
現
の

大
切
さ
を
知
り
、〝
生
き
生
き
と
生
き
る

力
〞
を
周
り
に
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
若

者
た
ち
。
そ
ん
な
彼
ら
の
取
り
組
み
に
、

未
来
の
地
域
の
新
し
い
姿
を
見
た
気
が
す

る
。

生
き
る
こ
と
の
意
味
と

明
日
へ
の
希
望
に
気
付
く

ピアリーダーたちによる、地域が抱える問題を描いた壁画

研修で学んだことをもとに、自分たちや地域の身近な問題をテーマ
とした模擬教育を行う高校生

自治医科大学
自分たちの未来は
“仲間”と共に

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

若者の性の健康教育の手法として、日本で「ピアカウンセリング」の
普及に長年取り組んできた自治医科大学。その経験が今、

さまざまな悩みや不安を抱えるメキシコの高校生に、
未来を切り開くための大きな力を与えている。

研修で高校生たちに自分を受け入れること
の大切さを伝える高村さん

2008年2月、ピアカウンセリングを
学んだ自治医科大学看護学部の
日本人学生が草の根技術協力事
業の一環で現地を訪れ、地元のピ
アリーダーたちと情報交換を行った

相談を受ける側とする側に分かれてのピアカウンセリング研修に臨んだ
高校生たち。中には涙を流す者も

日本のピアカウンセリングの事例などを学ぶため、2007年1月には
現地保健区の関係者が来日。自治医科大学看護学部の学生とも
交流した

※男女交際の中で起こる虐待や暴力。
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日本国内でも、日系ブラジル人が特に多い中部地区。
言葉や文化の違いから、学校になじめない子どもたちも多い。
彼らの不安を取り除き、充実した学校生活を送れるように─。

ブラジルの日系社会での教育活動が、帰国後、日本国内の日系ブラジル人支援に
つながるはずと信じ、中部地区の先生が奮闘している。

ブラジル人の先生と一緒に、子どもたちに体育の授業を行う片桐さん。「ブラジルで外国人として暮らすことで、日本に住む日系ブラ
ジル人の子どもたちの立場で物事を考えられるようになりました」（撮影：今村健志朗）

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　
「
さ
ぁ
、
今
日
は
日
本
語
を
勉
強
し
ま

し
ょ
う
！
」

　

こ
こ
は
地
球
の
裏
側
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
大

の
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
近
郊
の
サ
ン
ベ
ル

ナ
ル
ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
市―

。
幼
小
中
高

の
一
貫
校
、
ア
ル
モ
ニ
ア
学
園
の
教
壇
に

立
つ
の
は
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
片
桐
努
さ
ん
。
２
０
０
９
年
８
月
か

ら
、
こ
の
学
校
で
日
本
語
や
体
育
な
ど
を

指
導
し
て
い
る
。

　

片
桐
さ
ん
は
、
現
職
の
静
岡
県
の
中
学

校
教
諭
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
08
年
か
ら
日
系
人

支
援
の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
日

系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

現
職
教
員
特

別
参
加
制
度
」
の
第
一
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
。
日
系
人
が
多
い
地
域
で
教
え
る
教
員

た
ち
を
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
公
認
校
に
派
遣

す
る
こ
の
制
度
。
現
在
、
18
人
が
現
地
で

活
動
し
て
い
る
。

　
「
静
岡
県
の
学
校
で
、
私
も
日
系
人
生

徒
の
担
任
を
受
け
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
彼
ら
の
立
場
に
立
ち
、
ど
の
よ
う
に

接
し
て
い
け
ば
い
い
か
、
ず
っ
と
試
行
錯

誤
し
て
い
ま
し
た
」
と
片
桐
さ
ん
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
の
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
日
系
社

会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。「
中
部

地
区
の
教
員
を
対
象
に
、
新
し
く
現
職
教

員
特
別
参
加
制
度
が
で
き
た
の
を
知
っ

て
。
子
ど
も
た
ち
の
祖
国
で
あ
る
ブ
ラ
ジ

ル
に
身
を
置
き
、
彼
ら
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

　

自
動
車
関
連
の
企
業
が
多
い
中
部
地
区

は
、
日
系
人
の
出
稼
ぎ
先
と
し
て
、
多
く

の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
１

９
９
０
年
の
「
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
」
の
改
正
に
よ
り
、
そ
の
数
は
急
速
に

増
加
し
た
。
隣
人
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が〝
ブ

ラ
ジ
ル
出
身
〞
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
地

域
で
は
珍
し
く
な
い
。
母
国
か
ら
遠
く
離

れ
た
異
国
で
の
生
活
。
彼
ら
は
、
日
常
で

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
だ
。

　
「
公
立
の
学
校
で
は
、
日
本
人
と
日
系

人
が
机
を
並
べ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
言

葉
や
文
化
、
価
値
観
の
違
い
が
重
な
り
、

日
本
の
学
校
に
な
じ
め
な
い
子
も
少
な
く

な
い
よ
う
で
す
」
と
愛
知
県
教
育
委
員
会

の
金
原
宏
さ
ん
は
話
す
。
現
在
、
愛
知
県

内
で
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
小
中
学
生

は
５
０
０
０
人
以
上
。
豊
田
市
や
知
立
市

な
ど
で
は
、
全
校
児
童
の
半
数
近
く
が
日

系
人
と
い
う
学
校
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
県
レ

ベ
ル
で
も
「
日
本
語
教
育
適
応
学
級
」
を
設

置
し
て
個
別
指
導
を
し
た
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
で
き
る
語
学
相
談
員
を
派
遣
し
た
り

と
、
教
育
環
境
改
善
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し

現
場
で
は
、「
ま
だ
ま
だ
拾
い
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
い
う
。

　　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
、

現
在
ブ
ラ
ジ
ル
で
奮
闘
し
て
い
る
中
部
地

区
の
先
生
た
ち
。「
ブ
ラ
ジ
ル
の
す
べ
て

を
吸
収
し
、
帰
国
後
の
教
育
に
生
か
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　

ま
た
現
地
で
も
、
現
職
教
員
で
あ
る
日

本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
期
待
は
高

い
。
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
教
員
に
対
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教

材
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
。「
ブ

ラ
ジ
ル
と
日
本
で
は
、
学
校
の
シ
ス
テ
ム
、

教
師
の
価
値
観
、
仕
事
へ
の
意
識
が
ま
っ

た
く
異
な
り
ま
す
。
い
か
に
現
地
に
合
っ

た
や
り
方
で
、
日
本
の
学
校
の
良
い
点
を

伝
え
て
い
く
か
が
、
最
も
苦
労
す
る
点
で

す
」と
片
桐
さ
ん
は
話
す
。
そ
れ
で
も「
私

自
身
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
試
行
錯
誤
し
た
経
験

は
、
日
本
で
暮
ら
す
日
系
人
児
童
の
理
解

に
き
っ
と
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
頼

も
し
い
。

　

昨
年
12
月
、
片
桐
さ
ん
た
ち
の
活
動
を

視
察
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
教
育
関
係

者
で
調
査
団
を
結
成
。
静
岡
県
教
育
委
員

会
の
宮
﨑
正
さ
ん
も
、
調
査
メ
ン
バ
ー
の

一
員
と
し
て
現
地
に
赴
い
た
。「
ブ
ラ
ジ

ル
の
学
校
関
係
者
と
話
を
し
て
日
系
人
が

抱
え
る
問
題
を
共
有
で
き
、
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」
と
宮
﨑
さ
ん
。「
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
を
懸
命
に
学
び
な
が
ら
奮
闘
し

て
い
る
先
生
方
の
姿
を
見
て
、
帰
国
後
へ

の
大
き
な
期
待
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。
さ
ら
に
、「
特
に
若
手
の
教
員
に
、
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
勉
強
に
行
っ
て
ほ
し

い
。
ま
ず
は
片
桐
さ
ん
た
ち
に
現
地
の
経

験
を
話
し
て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
展
望
を
語
る
。

　
「
私
の
派
遣
先
に
は
、
日
本
か
ら
帰
国

し
た
日
系
人
の
子
ど
も
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
を
仲
間
同
士
で
支
え
合
う
姿
に

は
本
当
に
感
動
し
ま
す
。
言
語
や
文
化
が

違
っ
て
も
共
に
生
き
る
、
支
え
合
う
と
い

う
姿
勢
を
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝

え
て
い
け
れ
ば
」（
片
桐
さ
ん
）

　

国
籍
は
違
っ
て
も
、
ど
の
子
も
皆
、
大

切
な
生
徒
で
あ
る
こ

と
は
変
わ
り
な
い
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
良
い
環
境

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に―

。〝
豊
か

な
学
び
の
場
〞
を
中

部
地
区
に
広
げ
る
た

め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
経

験
を
携
え
て
、
来
年

3
月
に
は
11
人
の
先

生
が
帰
国
す
る
。

日
本
で
学
ぶ

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
子
ど
も
た
ち

中
部
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ

子
ど
も
た
ち
の
懸
け
橋
に

JICAボランティアの現職教員のた
めの特別参加制度の一つ。2008
年の「日本人ブラジル移住100周
年」を契機に、青年海外協力隊の制
度に新設された。日系ブラジル人が
多い地域の教員が対象。ブラジル政
府公認校に派遣され、日本語、情操
教育の指導、日本文化紹介などを行
う。2年間の活動を通じて、ブラジル
の文化や習慣への理解、ポルトガル
語の習得ができる。帰国後は各県の
学校に戻り、その経験を日系人子弟
の指導に生かすことが期待されてい
る。

日系社会青年ボランティア
現職教員特別参加制度

15

日 系日系 ブラジ ル人 の 子 ど も た ち に人の子どもたち に

片桐さんの配属先アルモニア学
園は、日系人が約3割を占める。
校内には、日本とのつながりが感
じられるものがたくさんある

愛知県の小学校教諭・鈴木晴子さん（中央）が活動するブラジル
の学校では、日系人のほとんどが3～4世。日本語のレベルも生徒
によって違い、指導に難しさを感じている（撮影：今村健志朗）

派遣先のクラブ活動の一環で、現地の生
徒たちと和太鼓の練習に励む愛知県の
中学校教諭・加藤博子さん（右）（撮影：今
村健志朗）
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７
月
初
旬
、
東
京
の
暑
さ
か
ら
逃
れ
る
よ

う
に
、
北
海
道
帯
広
市
に
向
か
っ
た
。
空
港

を
出
る
と
、
ふ
ん
わ
り
涼
し
い
風
が
ほ
お
を

な
で
る
。
十
勝
平
野
の
中
心
部
に
位
置
し
、

農
業
や
畜
産
業
が
盛
ん
な
こ
の
町
。
市
内
行

き
の
バ
ス
の
車
窓
か
ら
は
、
一
面
に
田
ん
ぼ

や
牧
草
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
空
間
を

包
み
込
む
真
っ
青
な
空
に
、
思
わ
ず
圧
倒
さ

れ
る
。

　

市
街
地
か
ら
バ
ス
で
約
30
分
、
緑
豊
か
な

〝
稲
田
の
杜
〞
に
囲
ま
れ
た
、
帯
広
市
立
稲
田

小
学
校
に
着
い
た
。
体
育
館
に
入
る
と
、
何

だ
か
落
ち
着
か
な
い
様
子
の
児
童
た
ち
が
―
。

そ
う
、
こ
の
日
の
４
〜
５
時
間
目
は
ち
ょ
っ

と
特
別
。
つ
い
10
日
前
に
帰
国
し
た
青
年
海

外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
・
吉
岡
幹
人
さ
ん
が
、
ネ
パ

ー
ル
に
つ
い
て
授
業
を
し
て
く
れ
る
の
だ
。

数
カ
月
前
か
ら
、
4
〜
6
年
生
は
皆
、
こ
の

日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。

　

吉
岡
さ
ん
と
稲
田
小
の
出
会
い
は
約
２
年

前
。
現
在
、
４
年
生
を
受
け
持
つ
越
智
卓
先

生
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
教
師
海
外
研
修
で
ネ
パ
ー

ル
を
訪
問
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

第18 回

地球号の
子どもたち

「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
教
え
る
た
め
に
、
自

分
の
目
で
現
状
を
確
か
め
て
お
き
た
か
っ

た
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
研
修
に
参
加
し
た
越

智
先
生
は
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ご
み
の
多

さ
に
衝
撃
を
受
け
る
。「
あ
ち
こ
ち
に
空
き
缶

や
紙
く
ず
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
何
で
こ
ん

な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
か
と
、
た
だ

不
思
議
で
し
た
」。
そ
ん
な
中
、
視
察
先
の
小

学
校
で
、
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
の

が
吉
岡
さ
ん
だ
っ
た
。「
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

日
本
の
若
者
が
汗
を
流
し
て
い
る
姿
に
胸
を

打
た
れ
ま
し
た
」。
一
緒
に
何
か
で
き
れ
ば

―
。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
帰
国
し
た
。

　

そ
し
て
数
カ
月
後
、
そ
の
思
い
は
〝
絵
を

通
じ
た
交
流
〞
と
い
う
形
で
実
現
す
る
。
ネ

パ
ー
ル
の
小
学
校
と
稲
田
小
の
児
童
た
ち
で

絵
を
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
テ
ー

マ
は
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
」。
両
国
の
子

ど
も
た
ち
は
、
異
国
の
地
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
筆
を
走
ら
せ
、
彼
ら
の
絵
は
海
を
渡
っ

た
。

　

稲
田
小
か
ら
贈
ら
れ
た
絵
は
、
雪
だ
る
ま
、

エ
ゾ
シ
カ
、
学
校
や
近
所
の
お
店
な
ど
、
実

に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
。
ど
れ
も
、
ネ
パ
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
目
に
し
た
こ
と
の

な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。「
絵
を
受
け
取
っ

た
時
、
と
に
か
く
す
ご
い
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
自
分
た
ち
の
た
め
に
描
い
て
く
れ
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と

吉
岡
さ
ん
。
一
方
、
稲
田
小
に
届
い
た
の
は
、

お
寺
や
仏
像
な
ど
神
秘
的
な
絵
。「
ま
さ
に
神

様
を
尊
ぶ
ネ
パ
ー
ル
を
象
徴
し
た
も
の
。
絵

一
つ
を
取
っ
て
も
ま
っ
た
く
ア
イ
デ
ア
の
違

う
、
同
世
代
の
子
に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で

す
」（
越
智
先
生
）。

　

こ
う
し
て
、
海
を
越
え
て
交
流
を
続
け
て

き
た
吉
岡
さ
ん
と
稲
田
小
の
子
ど
も
た
ち
。

偶
然
に
も
、
函
館
市
出
身
の
彼
が
帰
国
す
る

こ
と
を
知
っ
た
越
智
先
生
は
こ
う
思
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
に
直
接
話
を
し
て
ほ
し
い
―
。

そ
ん
な
強
い
願
い
か
ら
、
こ
の
日
の
授
業
が

実
現
し
た
。

　
「
ナ
マ
ス
テ
！
」

　

吉
岡
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
わ
ぁ
っ
」
と
歓
声
が
起

こ
る
。「
ネ
パ
ー
ル
に
絵
を
贈
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」。
そ
の
言
葉
に
、

子
ど
も
た
ち
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。「
本
当
に
届

い
て
い
た
ん
だ
！
」。
そ
ん
な
声
が
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
こ
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
越
智
先
生
を
通
じ
て
、
ネ

パ
ー
ル
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
た
子
ど
も
た

ち
。
し
か
し
、「
日
本
で
は
毎
日
掃
除
の
時
間

が
あ
る
け
ど
、
ネ
パ
ー
ル
に
は
教
室
に
ご
み

箱
す
ら
な
い
学
校
も
あ
る
」「
家
の
手
伝
い
が

忙
し
く
て
、
学
校
に
行
け
な
い
子
も
い
る
」

と
い
っ
た
吉
岡
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
シ
ョ
ッ

ク
を
隠
し
き
れ
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　
「
ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
は
幸
せ
な
ん
で
す

か
？
」

　

一
人
の
男
の
子
が
、
こ
ん
な
質
問
を
投
げ

掛
け
た
。

　
「
僕
の
２
年
間
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
の
優
し
さ
で
す
。
ネ

パ
ー
ル
で
は
、
本
当
に
家
族
の
つ
な
が
り
が

強
い
。
幸
せ
の
形
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
吉
岡
さ
ん
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、

４
０
０
人
の
児
童
が
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　

４
年
生
の
長
田
奏
祐
く
ん
は
、「
世
界
に
は

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

ご
は
ん
を
残
さ
な
い
と
か
、
ご
み
が
落
ち
て

い
た
ら
拾
う
と
か
。
身
の
回
り
の
こ
と
か
ら

気
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話

し
て
く
れ
た
。
赤
松
萌
鈴
さ
ん（
６
年
生
）は
、

母
親
が
元
協
力
隊
員
。「
私
も
お
母
さ
ん
や
吉

岡
さ
ん
み
た
い
に
、
途
上
国
の
人
の
た
め
に

な
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　
「
ネ
パ
ー
ル
と
稲
田
小
を
つ
な
い
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！
」

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
を
背
に
、
吉
岡

さ
ん
は
体
育
館
を
後
に
し
た
。
今
、
僕
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
―
。
こ
の
日
を
境
に
、
稲

田
小
の
子
ど
も
た
ち
に
、
新
た
な
国
際
協
力

の
扉
が
開
か
れ
た
よ
う
に
思
え
た
。

今
、僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
教
師
海
外
研
修
で
訪
問
し
た
ネ
パ
ー
ル
を
題
材
に
、

途
上
国
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き
た
帯
広
市
立
稲
田
小
学
校
の
越
智
卓
先
生
。

異
国
の
地
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
か
ら
、小
さ
な
国
際
協
力
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
と

絵
を
交
換
し
よ
う

本
当
の
幸
せ
っ
て
何
で
す
か
？

稲田小の子どもたちの前で、ネパールでの活動について話をする吉岡さん。彼をじっと見つめる子どもたちの瞳が印象的だった

環境教育の普及のため、ネパールで自ら作詞作曲した「あなたの
好きな町」を弾き語りする吉岡さん。「自分の住んでいる大切な町
をきれいにしてほしい」というメッセージが込められている

絵の交換を通じてつながった稲田小とネパールの子どもたち。
お互いの国に興味を持つきっかけにもなった

各クラスの代表者による質問
コーナーも。越智先生（右）もデ
ィスカッションに参加

当日は給食も一緒に食べた4年2組と吉岡さん（中央）。ネパールの子ども
たちのことを思いながら、みんな残さずに食べた
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加
藤
悦
子
さ
ん
が
、青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
に
あ
る
ス
ト
リ
ー

ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
保
護
施
設
に
赴
任
し
た
の
は

２
０
０
６
年
。臨
床
心
理
士
と
し
て
、
現
地
ス
タ

ッ
フ
と
と
も
に
街
へ
出
て
、彼
ら
に
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
技
術
を
教
え
る
の
が
役
割
だ
っ
た
。し
か
し

そ
の
街
中
で
、
加
藤
さ
ん
は
何
度
も〝
知
っ
て
い

る
顔
〞に
遭
遇
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
「
施
設
が
援
助
し
て
、
学
校
に
通
え
る
よ
う
に

な
っ
た
は
ず
の
子
ど
も
た
ち
が
、ま
た
街
に
舞
い

戻
っ
て
路
上
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
」

　

施
設
に
保
護
さ
れ
る
子
ど
も
の
家
庭
は
貧
し

い
。そ
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
は
、
少
し
で
も
家

計
を
助
け
よ
う
と
荷
物
持
ち
な
ど
の
仕
事
を
始

め
る
が
、
寒
さ
や
空
腹
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
マ
リ

フ
ァ
ナ
や
シ
ン
ナ
ー
を
覚
え
、家
庭
と
疎
遠
に
な

り
、
路
上
で
仲
間
た
ち
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。

保
護
さ
れ
て
も
、ま
た
同
じ
道
を
た
ど
っ
て
し
ま

う
の
だ
。

　
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
心
を
癒
す
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
。で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
家
庭

に
安
定
し
た
経
済
基
盤
が
な
い
こ
と
が
、
ス
ト

リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
生
む
一
番
の
原
因
だ
と

思
い
ま
し
た
」

　

自
分
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
―
。加
藤
さ
ん

の
出
し
た
結
論
は
、
牛
の
角
を
使
っ
た
工
芸
品

の
製
作
工
房「
ウ
ム
リ
モ
・
ム
ブ
ジ
マ
」を
開
設

す
る
こ
と
だ
っ
た
。07
年
、
協
力
隊
員
と
し
て
の

活
動
を
こ
な
し
な
が
ら
立
ち
上
げ
た
工
房
。働

く
の
は
、
そ
れ
ま
で
施
設
で
製
作
技
術
を
学
ん

で
き
た
若
者
た
ち
だ
。「
当
時
、
施
設
で
は
職
業

訓
練
の
一
環
と
し
て
、
牛
の
角
を
使
っ
た
工
芸

品
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
単

な
る〝
訓
練
〞に
過
ぎ
ず
、
販
売
ま
で
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
」。今
ま
で
は〝
仕
事
〞に
な
ら

な
か
っ
た
技
術
。だ
が
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
技
術

を
生
か
し
て
稼
げ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

 　

し
か
し
、
工
房
の
運
営
は
そ
う
簡
単
に
は
い

か
な
か
っ
た
。限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
取
り
そ

ろ
え
た
中
古
の
工
具
類
は
頻
繁
に
故
障
し
た
。

信
頼
し
て
き
た
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
運
営
費
を
着

服
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。そ
う
し
た
苦
難
を
乗

り
越
え
て
何
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、「
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
救
い
た
い
」
と
い
う

加
藤
さ
ん
の
情
熱
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
工
房
を
増
や
す
こ
と
。こ
れ
が
工
房
の
使
命

で
す
。そ
う
す
れ
ば
、
安
定
し
た
収
入
を
得
る
若

者
を
も
っ
と
も
っ
と
増
や
せ
ま
す
」

　

今
回
、
加
藤
さ
ん
は
個
人
で
も
申
請
で
き
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
を
利
用
し
て
、
モ
ー
タ
ー
や
万

力
、
ハ
ン
ド
ド
リ
ル
な
ど
を
購
入
し
工
具
類
を

充
実
さ
せ
た
。将
来
、
工
房
を
拡
張
す
る
こ
と
を

見
据
え
て
の
投
資
だ
。し
か
し
、
工
房
で
働
く
若

者
た
ち
か
ら
思
わ
ぬ
反
発
が
出
た
。

　
「
工
具
を
買
う
く
ら
い
な
ら
給
料
を
上
げ
て

く
れ
」「
新
入
り
の
作
業
者
に
技
術
を
教
え
ろ
と

若
者
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔
に

出
会
え
る
日

牛
の
角
を
使
っ
た

収
入
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
で
、元
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
が
働
く
工
房
が
あ
る
。

名
前
は
、〝
仕
事
の
あ
る
生
活
〞を
意
味
す
る「
ウ
ム
リ
モ・ム
ブ
ジ
マ
」。

工
房
を
立
ち
上
げ
、今
も
支
援
を
続
け
て
い
る
の
は
愛
知
県
在
住
の
加
藤
悦
子
さ
ん
。

ル
ワ
ン
ダ
で
活
動
し
て
い
た
青
年
海
外
協
力
隊
員
Ｏ
Ｇ
だ
。

い
う
な
ら
金
を
く
れ
」

　

そ
ん
な
声
が
、
加
藤
さ
ん
に
直
接
ぶ
つ
け
ら

れ
た
の
だ
。

　
「
ル
ワ
ン
ダ
に
は
、
食
事
時
に
来
客
が
あ
れ

ば
、
必
ず
客
人
と
食
べ
物
を
分
か
ち
合
う
と
い

う
、
美
し
い
助
け
合
い
の
文
化
が
あ
り
ま
す
。し

か
し
、
工
房
の
使
命
を
何
度
も
話
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
利
己
的
な
発
言
し
か
し
な
い

彼
ら
に
は
情
け
な
い
思
い
が
し
ま
し
た
。で
も

一
方
で
、
彼
ら
の
す
さ
ん
だ
心
が
垣
間
見
え
た

よ
う
に
も
思
え
、
胸
が
痛
み
ま
し
た
。彼
ら
は
自

加藤悦子さんの活動の詳細はホームページ
でご覧になれます。
http://www.worklivelove.net/

「
努
力
は
き
っ
と
報
わ
れ
る
」

そ
ん
な
思
い
を
ル
ワ
ン
ダ
の
若
者
に

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

加藤 悦子

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

分
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、厳
し
い
環

境
を
生
き
抜
い
て
き
た
ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
」

　

親
を
１
９
９
４
年
の
虐
殺
で
亡
く
し
て
、
小

学
校
２
年
で
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
子
が
い

る
。親
の
重
婚
で
、
家
を
追
い
出
さ
れ
た
子
も
い

る
。し
か
し
、
工
芸
品
づ
く
り
の
技
術
を
生
か
し

安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
今
、
彼
ら
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
い
る
。妹
た
ち
に
仕
送
り
す
る
者
も
い
れ

ば
、広
い
部
屋
に
引
っ
越
し
た
り
、携
帯
電
話
を

買
う
者
も
い
る
。夜
間
の
英
語
学
校
に
通
い
始

め
た
者
も
い
る
。

　
「
若
者
ら
し
く
、
給
料
日
の
後
に
は
洋
服
が
増

え
た
り
、
靴
が
新
し
く
な
っ
た
り
し
て
ほ
ほ
笑

ま
し
い
で
す
。ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
汚
い
格
好
で
街

を
歩
い
て
い
る
と
浮
浪
罪
で
逮
捕
さ
れ
て
し
ま

う
。で
す
か
ら
、
二
重
の
意
味
で
、
よ
い
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

現
在
、
加
藤
さ
ん
の
大
切
な
仕
事
は
日
本
で

の
販
路
の
拡
大
だ
。ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
へ
営
業
に
回

っ
て
い
る
。そ
し
て
年
に
数
回
、
ル
ワ
ン
ダ
の
工

房
を
訪
れ
る
。

　
「
給
料
日
に
見
せ
る
彼
ら
の
笑
顔
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
。ど
ん
な
疲
れ
も
癒
し
て
く
れ
る

瞬
間
で
す
。彼
ら
は
、
努
力
は
報
わ
れ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
」

　

努
力
は
き
っ
と
報
わ
れ
る
―
。そ
の
こ
と
を

ル
ワ
ン
ダ
の
多
く
の
若
者
に
信
じ
て
ほ
し
い
と

考
え
る
加
藤
さ
ん
。

　
「
そ
の
思
い
は
、
や
が
て
キ
ガ
リ
の
街
の
す
べ

て
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
救
い
、
そ
し

て
か
つ
て
ル
ワ
ン
ダ
に
大
き
な
悲
劇
を
も
た
ら

し
た
２
つ
の
部
族
に
心
か
ら
の
和
解
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
は
ず
」

　

そ
う
確
信
し
て
い
る
。

昨年から工房で新しく始めた、貧困女性のカゴ編みプロジェクト。ストリ
ートチルドレンばかりでなく、母親たちも稼ぐ手段を得られるようになるこ
とが目的

給料日、満面の笑みを浮かべる作業員と加藤さん。実はこのランチ、
「できることは自分たちでやって、お金は可能な限り材料費に使いた
い」と、作業員たちが交代で調理している

大きく、分厚く、重たい牛の角が、
こんなかわいらしい商品へと生ま
れ変わる

牛の角を紙やすりで丁寧に磨く作業
員。ルワンダの一般的な家屋は、窓
が小さく室内が薄暗いため、大きな工
具を必要としない作業は屋外で行う

キガリ

ルワンダ
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皆
さ
ん
あ
っ
て
の
国
際
協
力
―
。〝
現

場
〞で
の
支
援
を
通
じ
て
そ
う
実
感

す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
リ
ビ
ア
事
務
所
の

名
井
弘
美
さ
ん
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
大
切
に
、日
々
の
業
務

に
当
た
っ
て
い
る
。

校
時
代
の
コ
ス
タ
リ
カ
留
学
を
き
っ
か

け
に
、
中
南
米
に
携
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
考
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
事
業
を
行
っ
て
い

た
民
間
企
業
に
入
社
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
中

学
時
代
か
ら
親
の
転
勤
や
留
学
で
開
発
途
上

国
に
暮
ら
す
機
会
が
多
く
、
日
本
と
は
違
う

そ
の
貧
し
さ
を
肌
身
で
感
じ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
や
は
り
直
接
困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
思
い
が
わ
き
上
が
り
、
こ
の

業
界
に
転
職
し
た
ん
で
す
。

　

ボ
リ
ビ
ア
は
、
国
民
の
60
％
以
上
が
貧
困
層

で
、都
市
と
農
村
の
格
差
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
リ
ビ
ア
事
務
所
で
は
、
こ
う
し
た

問
題
を
解
決
し
、
自
立
し
た
国
づ
く
り
を
し
て

い
け
る
よ
う
、
農
業
・
農
村
開
発
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
母
子
保
健
、
水
、
教
育
な
ど
の
分
野
で

支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
成
や
終
了
後
案
件
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
担
当
し
て
い
る
ほ
か
、
現
場
に

赴
き
、
事
業
に
か
か
わ
る
日
本
人
と
ボ
リ
ビ
ア

人
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
計
画
の
軌
道
修
正
、

連
絡
調
整
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
協
力

が
中
心
で
す
が
、
日
本
人
専
門
家
が
常
駐
し

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
実
施
機
関
と
専

門
家
と
の
橋
渡
し
役
や
、
事
業
の
進
捗
の
フ
ォ

ロ
ー
を
す
る
の
も
業
務
の
一
つ
で
す
。

　

こ
う
し
た
日
々
の
業
務
の
中
で
実
感
し
て
い

る
の
は
、
国
際
協
力
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の

参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
」
だ
と
い

う
こ
と
。現
場
を
引
っ
張
っ
て
く
れ
る
専
門
家
、

現
場
に
い
な
く
と
も
陰
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

え
て
く
れ
る
日
本
の
協
力
者
、一
緒
に
奮
闘
す

る
ボ
リ
ビ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
や
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
、
地
域
住
民
―
。
み
ん
な
の
力
な
し
で
は
国

際
協
力
は
動
き
ま
せ
ん
。
誰
に
対
し
て
も
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
毎
年
雨
期
に
多
発
す
る
洪

水
や
土
砂
災
害
対
策
と
し
て
、
災
害
に
強
い

道
路
や
橋
の
保
守
体
制
づ
く
り
と
、
管
理
・
点

検
方
法
な
ど
の
知
識
・
技
術
を
各
地
へ
広
め
ら

れ
る
よ
う
、
道
路
管
理
局
に
設
置
さ
れ
て
い
る

〝
防
災
ユ
ニ
ッ
ト
〞
の
能
力
向
上
支
援
も
始
ま

り
ま
し
た
。
当
初
は
、ユ
ニ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
方
針
・
方
法
に
対
す
る
理
解
が

十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
側
に
頼
り
っ
き

り
で
、
人
任
せ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
正
確
な
理
解
を
促
す
た
め

に
、
ス
タ
ッ
フ
へ
説
明
の
場
を
設
け
た
ん
で
す
。

共
に
取
り
組
む
全
員
が
同
じ
認
識
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
方
針
や
進
行
状
況
を
把
握
し
な
け
れ

ば
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
齟
齬
が
生
ま
れ
、
計
画

は
う
ま
く
進
み
ま
せ
ん
。
私
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員

と
し
て
、で
き
る
だ
け
相
手
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

質
の
高
い
協
力
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
の
負
担
を

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
迅
速
で
柔
軟
な

対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

現
地
の
慣
習
に

戸
惑
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ボ
リ
ビ
ア

で
は
、
政
治
的
な
理

由
で
、
各
省
の
大
臣

や
局
長
レ
ベ
ル
で
の

人
事
異
動
が
頻
繁

に
あ
り
ま
す
。
交
代

す
る
た
び
に
方
針

や
体
制
が
変
わ
る

の
で
、
関
係
づ
く
り

や
基
本
合
意
か
ら
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部（
東
京
）に
い
た
こ
ろ
は
、

間
接
的
な
や
り
と
り
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
交

代
は
、
現
地
事
務
所
の
職
員
が
対
応
し
て
く

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
影
響
を
感
じ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
当
然
な
が
ら
直
接
的

な
か
か
わ
り
が
強
い
。
組
織
と
し
て
の
知
識
や

経
験
の
蓄
積
を
ど
の
よ
う
に
定
着
さ
せ
て
い

く
か
、
今
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

国
際
協
力
は
、
外
交
の
重
要
な
手
段
で
も

あ
り
ま
す
。
地
理
的
に
中
南
米
は
日
本
か
ら
遠

く
、
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
日
系
人
が
暮
ら
し
、
食
料
や
資
源
、
環
境

と
い
っ
た
面
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
日
本
の
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ボ
リ
ビ

ア
支
援
の
現
場
に
も
、「
皆
さ
ん
あ
っ
て
こ
そ

の
国
際
協
力
」
の
心
を
広
げ
、良
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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JICAボリビア事務所

名井 弘美
NAI Hiromi

大学卒業後、民間企業に
就職。4年後に退職し、大
学院で国際社会科学を専
攻。2002年JICAに就職。
JICA大阪、農村開発部を
経て、06年12月より現職。

高

（上）造林・土壌浸食防止のプロジェクトが終了したタ
リハ県を訪れ、その後の取り組みについて県職員から
ヒアリング中の名井さん。追加支援の必要性を考慮し
ながら、しっかりと話し合う
（下）JICA事務所のボリビア人スタッフとミーティング

専門家やカウンターパートなど、40人以上
の関係者がかかわる農村開発のプロジェ
クト。活動計画や進捗を確認するため、合
宿形式で集中的に議論する（左から3人目
が名井さん）

国
際
協
力
は
た
く
さ
ん
の
力
で

成
り
立
つ
も
の

そ  

ご

From Overseas Offices
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７
月
27
日
、国
連
大
学
の
ウ
・
タ
ン

ト
国
際
会
議
場（
東
京
・
渋
谷
区
）で
、

「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
見
過
ご
せ
な
い
55
億
人
―
」の
記
者

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
際
協

力
に
取
り
組
む
川
嶋
あ
い
さ
ん
、北
澤

豪
さ
ん
、紺
野
美
沙
子
さ
ん
、塩
谷
瞬

さ
ん
、高
橋
尚
子
さ
ん
、知
花
く
ら
ら

さ
ん
、福
留
功
男
さ
ん
、渡
辺
真
理
さ

ん
の
著
名
人
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
、途

上
国
支
援
の
た
め
に「
な
ん
と
か
し
な

き
ゃ
！
」と
、そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、日
本
の
市

民
一
人
一
人
に
自
分
の
立
場
か
ら
で

き
る
国
際
協
力
を
見
つ
け
て
も
ら
お

う
と
い
う
趣
旨
で
ス
タ
ー
ト
。国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
、国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）

が
実
行
委
員
会
と
な
り
、全
国
各
地

に
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
協
力
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、世
界
の
問

01

題
や
途
上
国
支
援
の
現
状
を
、ウ
ェ
ブ

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
発
信
し
て

い
き
ま
す
。会
見
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
北
澤

さ
ん
が「
途
上
国
を
訪
問
し
て
、は
だ

し
だ
け
ど
し
っ
か
り
と
大
地
を
踏
み
し

め
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
パ
ワ
ー
を
感

じ
ま
し
た
。小
さ
な
き
っ
か
け
か
ら
、あ

な
た
が
で
き
る
国
際
協
力
を
始
め
て

み
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

　

７
月
30
日
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ

ろ
ば
で
、第
一
回
目
の
イ
ベ
ン
ト「B

E
Y

O
N
D
 
TH
E
 
B
O
R
D
E
R

―
音
楽
は

国
境
を
越
え
る
―
」を
開
催
。国
境
な

き
医
師
団
会
長
の
黒
﨑
伸
子
さ
ん
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
ギ

タ
リ
ス
ト
の
鳥
山
雄
司
さ
ん
が
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も

「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
全

国
で
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

７
月
14
日
、
経
団
連
会
館（
東
京
・
千
代
田

区
）で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
に
向

け
た
企
業
戦
略
と
官
民
連
携
」（
日
本
経
済
団

体
連
合
会
、日
本
貿
易
振
興
機
構
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

共
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。低
所
得
者
層
を

対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
も
の
の
、開
発

途
上
国
の
課
題
解
決
に
も
貢
献
す
る
事
業
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
推
進
に
向
け
て
、当
日
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
有
識
者
が
集
い
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
は
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
マ
イ
ク
ロ
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
行
う
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
総
裁
ム
ハ
マ
ド
・ユ

ヌ
ス
氏（
２
０
０
６
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
）が

講
演
。ダ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
や
ユ
ニ
ク
ロ
と
の
連
携

事
業
を
事
例
に
貧
困
削
減
を
促
す
社
会
的
事

「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
！

業
に
つ
い
て
言
及

し
た
上
で
、「
日

本
企
業
の
創
造

力
は
、多
く
の
課

題
解
決
に
貢
献

す
る
可
能
性
を
持
つ
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、先
行

事
例
の
紹
介
に
加
え
、低
所
得
者
層
向
け
ビ
ジ

ネ
ス
の
企
業
戦
略
や
、官
民
連
携
の
方
策
・
要

望
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
。大
島
賢
三
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
副
理
事
長
は
、現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
促
進
に
向
け
て
準
備
中
の
新
制
度
に
つ
い

て
紹
介
し
、貧
困
削
減
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し

て
、今
後
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
方
針
を

述
べ
ま
し
た
。

　

モ
ロ
ッ
コ
か
ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、チ
ュ
ニ
ジ
ア
、リ

ビ
ア
、エ
ジ
プ
ト
を
つ
な
ぐ
広
域
イ
ン
フ
ラ「
ア
ガ

デ
ィ
ー
ル
―
カ
イ
ロ
開
発
回
廊
」の
一
部
、「
マ
ラ

ケ
シ
ュ
ー
ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
間
高
速
道
路
」が
日
本

の
円
借
款
な
ど
の
支
援
で
完
成
し
、６
月
21

日
、開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

モ
ロ
ッ
コ
の
二
大
観
光
都
市
を
結
び
、農
産
物

や
水
産
物
の
流
通
経
路
と
し
て
も
重
要
な
こ
の

区
間
は
、山
間
部
で
道
幅
が
狭
く
、大
型
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
渋
滞
が
慢
性
化
し
、交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
し
た
。ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
な
ど
と

協
働
で
実
施
さ
れ
た
こ
の
事
業
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

全
長
２
３
４
キ
ロ
の
う
ち
、ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
寄
り

03
モ
ロ
ッ
コ
に
新
し
い
高
速
道
路
が
完
成

―
経
済
活
性
化
に
期
待

02
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
に

向
け
た
企
業
戦
略
と
官
民
連
携
」
開
催

「BOPビジネスにより貧困削減を達
成したい」と意欲を語るユヌス氏

ＪＩＣＡが建設に協力した「マラケシュ－アガ
ディール間高速道路」

（上）「なんとかしなきゃ！」と訴える著名人メンバー
（下）北澤さんは、途上国でのサッカー教室を通じ
て、スポーツを通じた国際協力に力を入れる

46
キ
ロ
に
わ

た
る
区
間
の

建
設
を
支

援
。
新
し
い

道
路
の
開
通

に
よ
り
、
約

４
時
間
半
の

所
要
時
間
が
２
時
間
半
程
度
に
ま
で
減
る
と
み

ら
れ
て
お
り
、域
内
の
物
流
の
円
滑
化
が
見
込

ま
れ
ま
す
。ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
近
郊
の
住
民
も「
観

光
客
が
増
え
れ
ば
地
元
の
経
済
も
潤
い
、自
分

た
ち
の
生
活
も
改
善
さ
れ
る
の
で
は
」と
期
待

し
て
い
ま
す
。

詳しくは へなんとかしなきゃ.jp



新 着 情 報

“国際協力の祭典”が東京と名古屋で開催！
10月6日の国際協力の日に合わせて、開発途上国の問題や開発援助など
について考えるイベントが、今年も東京と名古屋で開催される。各会場に
は、政府機関、国際機関、地方自治体、NGO・NPOなどが集結。ステージ
パフォーマンス、世界の料理、参加団体のブースほか、楽しい企画の数 を々
通じて、国際協力を身近に感じることができる。

E  VENT

M  OVIE

『ベンダ・ビリリ！ ～もう一つのキンシャサの奇跡』
下半身不随の障がいと貧困を抱えながらも、動物園や路上で演奏を続け
てきたコンゴ民主共和国の音楽グループ「スタッフ・ベンダ・ビリリ」。本作
は、首都キンシャサの路上でのフランス人映像作家との出会いをきっかけ
に、彼らが困難を乗り越えてアルバムを制作し、2009年にヨーロッパツ
アーを実現させるまでの5年間の軌跡を追ったドキュメンタリー。ストリート
チルドレンや、小児まひ
（ポリオ）の予防接種
の必要性について歌っ
た曲など、どん底に生き
る人々の日常を逞しく、
陽気に歌う彼らの力強
い演奏は、観る人の魂
を揺さぶるだろう。
（文＝高倍宣義）

たくま

2010年／フランス／87分 
監督・記録・撮影・録音 ： ルノー・バレ＆フローラン・ドラテュライ
音楽監督 ： キューバン・カベヤ
出演 ： スタッフ・ベンダ・ビリリ
　　　リッキー（リーダー・ボーカル）、ココ（ボーカル・ギター）ロジェ（パーカッション）ほか
公開 ： 9月11日（土）からシアター・イメージフォーラム（東京・渋谷）ほか全国順次公開
URL ： bendabilili.jp/

☆『スタッフ・ベンダ・ビリリ ジャパンツアー2010』
本作の日本上映と同時に、「スタッフ・ベンダ・ビリリ」が初来日ツアーを敢行。9月25日～
10月17日まで、全国11カ所で公演。公演日程、チケット予約の詳細は下記ホームページへ。
問 ： （株）プランクトン
TEL ： 03-3498-2881　URL ： bendabilili.jp/concert.html

●東京
グローバルフェスタJAPAN2010 「MDGs、それは“私たちの約束”」
日時 ： 10月2日（土）・3日（日）10時～17時
場所 ： 日比谷公園（東京都千代田区）
問 ： グローバルフェスタJAPAN 2010実行委員会事務局
TEL ： 03-5434-8319　URL ： www.gfjapan.com/
●名古屋
ワールド・コラボ・フェスタ2010 「つなげよう未来へ、わたしたちのまぁるい地球」
日時 ： 10月23日（土）・24日（日）10時～18時（もちの木広場会場は16時まで）
場所 ： オアシス21「銀河の広場」・久屋大通公園「もちの木広場」（愛知県名古屋市）
問 ： ワールド・コラボ・フェスタ実行委員会
TEL ： 052-961-8746　URL ： www.world-collabo.jp/
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この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『新しい国際協力論』
グローバル化が進み、人権侵害、環境破壊、テロなどの国
境を越えた脅威が浮き彫りになる昨今、国際協力も一方
通行ではなく、地球規模の課題解決に開発途上国と先進
国が“協働”する時代を迎えている。本書では、こうして変
化する国際社会における「社会開発」、「国際平和協力」、
「国連が取り組む人権・環境・難
民問題」、「緊急人道支援と開
発支援の連携」、「企業の社会
的責任（CSR）」を取り上げ、各
分野の専門家6人がそれぞれの
重要性や今後の課題などを考
察。グローバル社会が求める“新
しい国際協力の潮流”を学ぶ教
材としておススメ。

山田満 編
明石書店
2,625円（税込）

B  OOK

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『ライオンの咆哮のとどろく夜の炉辺で
南スーダン、ディンカの昔話』　
南部スーダンを流れるナイル川流域で農耕・牧畜を営む
「ディンカ族」の間では、古くから独自の神話・民話が語り継
がれてきた。その中から、ディンカ族の著者が子どものころ
に村人から聞いた18の話を収録したのが本書。ディンカ族
が動植物を守り神として崇める
訳、聖なるやりを求めてライオン
人間に立ち向かう青年、空腹の
ハイエナの恐ろしさ、年配者を
村から追い出してしまった若者
に降りかかる事件など、少し奇
妙な昔話の数々。私たちにとっ
てはるか遠い土地に住む、彼ら
の風習や文化がうかがえる貴重
な一冊。

ジェイコブ・J・アコル 作
クリスティーヌ・アブク 絵
小馬徹 訳
青娥書房　1,575円（税込）



静
か
な

痛
み
の
中
で

6歳になるパン屋の孫娘は、シリアでの生活の方
が長く、故郷イラクの記憶はほとんどないという

Syria
［シリア］
 文・写真＝安田 菜津紀（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.24



街を一望できるカシオン山からの眺め。週末にはイラク人たちも、気晴らしに夕日を見にやって来る

AB

C

DE

C.ジャラマナの繁華街入り口。ここで暮らすイラ
ク人は4万人近いともいわれている
D.サンムーンを焼くバグダッド出身の老人。イラ
クで若いころから営んでいたパン屋は、治安の
悪化で手放したのだという
E.店頭に並べられた焼き立てのサンムーンは、
あっという間に売れていった

シ
リ
ア
首
都
ダ
マ
ス
カ
ス
。か
つ
て
交
易
の
中
継

地
と
し
て
栄
え
た
こ
の
街
で
は
、何
世
紀
も
の
時
を

経
た
歴
史
あ
る
建
物
や
遺
跡
を
至
る
と
こ
ろ
で
目

に
す
る
。

南
へ
車
で
15
分
、ジ
ャ
ラ
マ
ナ
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
繁
華
街
に
着
い
た
。住
人
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
こ
の
町
。イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
安
息
日
で
あ

る
金
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。商
店
街
を
進
む
と
パ
ン
の
香
り
が
漂
い
始
め

た
。店
頭
に
並
ぶ
サ
ン
ム
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
そ
の
パ

ン
は
イ
ラ
ク
の
伝
統
食
だ
。次
々
と
集
ま
っ
て
く
る

お
客
は
イ
ラ
ク
人
。こ
の
店
は
彼
ら
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ラ
マ
ナ
に
は
、２
０
０
３
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
以

来
、キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
た
め
に
迫
害
を
受
け
、

シ
リ
ア
へ
逃
れ
て
き
た
イ
ラ
ク
難
民
た
ち
が
数
多

く
暮
ら
し
て
い
る
。あ
る
店
で
は
、５
人
の
娘
を
抱

え
る
母
親
が
窮
状
を
訴
え
て
い
た
。「
掃
除
婦
を
し

て
い
ま
す
が
、給
料
は
３
カ
月
も
支
払
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。体
力
も
限
界
で
す
」。

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

に
よ
る
と
、現
在
約
１
８
０
万
人
の
イ
ラ
ク
人
が
国

外
に
逃
れ
て
い
る
。う
ち
、シ
リ
ア
国
内
の
イ
ラ
ク

難
民
は
１
０
０
万
人
以
上（
シ
リ
ア
政
府
発
表
）。

働
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
彼
ら
。国
連
の
支
援
を

受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、イ
ラ
ク
に
戻
る
か
、不
法
労

働
す
る
し
か
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。そ
れ
故

に
、搾
取
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

A.オールド・ダマスカスの路上では、チャイの売り
子たちによく出くわす
B.ダマスカスの中心にあるハミディア商店街。シ
ルクロードが栄えていた時代の様相が今も残って
いる



F.ハミディア商店街の
近くでは、旧政権時代
に使われていた三ツ星
が入ったイラク国旗の
たこが揚げられていた
G.イラクで起こった自
爆攻撃のニュースを見
るオマル（22）とファラ
（25）のきょうだい。両親
は難民申請が受理され
てアメリカに飛んだが、
彼らにはいまだその兆し
はない

地球ギャラリー 
vol.24

３
人
の
子
ど
も
を
抱
え
る
ア
イ
シ
ャ（
37
）も
、３

年
前
に
シ
リ
ア
に
や
っ
て
来
た
。貯
金
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
か
ら
の
支
援
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

「
夫
は
何
者
か
に
誘
拐
さ
れ
、焼
死
体
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。バ
グ
ダ
ッ
ド
は
も
は
や
、私
た
ち
キ
リ
ス

ト
教
徒
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」

公
立
の
学
校
に
通
う
３
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

言
葉
の
微
妙
な
違
い
な
ど
か
ら
孤
立
し
が
ち
だ
と

い
う
。「
長
男
の
ビ
サ
ン（
15
）は
父
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
記
憶
で
苦
し
み
、末
っ
子
の
サ
リ
ー（
６
）は

な
ぜ
自
分
が
こ
こ
に
い
る
の
か
さ
え
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。私
自
身
は
、こ
の
国
で
誰
を
信
用
し
て
よ

い
の
か
、不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
」
。
何
よ
り

彼
ら
を
追
い
詰
め
て
い
た
の
は
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
か

ら
の
疎
外
感
だ
っ
た
。

難
民
で
あ
る
彼
ら
の
多
く
は
、シ
リ
ア
に
定
住
す

る
の
で
は
な
く
、シ
リ
ア
を
経
由
し
第
三
国
へ
移
住

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。し
か
し
07
年
ま
で
の
３
年

間
で
第
三
国
定
住
を
果
た
し
た
の
は
、わ
ず
か
に
１

万
５
０
０
人
。ほ
と
ん
ど
の
イ
ラ
ク
難
民
が
あ
て
の

な
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

目
に
見
え
る
戦
火
に
は
世
界
の
関
心
が
集
ま

る
。し
か
し
、隣
国
で
安
全
が
得
ら
れ
る
地
へ
の
旅

立
ち
を
待
ち
続
け
て
い
る
難
民
の〝
静
か
な
痛
み
〞

に
は
、な
か
な
か
光
は
当
た
ら
な
い
。

開
戦
か
ら
７
年
が
た
ち
、米
軍
の
撤
退
が
さ
さ

や
か
れ
る
イ
ラ
ク
。彼
ら
の
中
で
は
ま
だ
、戦
争
は

終
わ
っ
て
い
な
い
。

J.放課後、サリーの勉強を手伝うムハンマド（20）。こうしてイラク人同士が家族の枠を超えて
支え合いながら、子どもたちを守っている
K.ムハンマドは17歳のときにシリアに逃れてきた。住まいの電気代は辛うじて支払えているが、
水道は止められている。「死んでもいいから家族のいるイラクに戻りたい」とシリアでの生活のつ
らさを語る
L.ジャラマナの中心にある教会は、ここに暮らすイラク人が集うことのできる貴重な場だ

H.アイシャが日々抱える不安を和らげるのは、
末娘サリーの存在
I.アヤ（2）はバグダッドから逃れてきた両親のも
と、シリアで生まれた。シリア滞在が長くなってし
まった難民が、さらに難民を生んでいく

GHI

J

K

L

暑さが和らぐ夕方近くになると、ジャラマナの町にも子どもたちの笑い声が響き渡る

F



首都 ： ダマスカス
面積 ： 18.5万ｋ㎡（日本の約半分）
人口 ： 1,990万人（2007年）
公用語 ： アラビア語
宗教 ： イスラム教85%、キリスト教13% 
1人当たり国民総所得（GNI）： 1,760ドル（2007年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ドバイ、ヨーロッパ、トルコ経由が一般的。
通貨 ： シリア・ポンド（SYP）　1SYP=約1.9円（2010年8月現在）
気候 ： 地中海沿岸部の地中海性気候と、内陸部の砂漠性気候に分かれて
おり、雨期（11～3月）、乾期（4～10月）がある。7～8月は30度以上と高温だ
が、12～2月は氷点下まで下がり、雪やみぞれが降ることもある。

Syria
シリア

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

水資源の管理と
人材育成で
中東地域の安定を
希少な水資源の管理と効果的な利用が課題となっ
ているシリア。JICAは長年にわたり、同分野への協
力に取り組んできた。また、難民の受け入れなどで、中
東地域の平和と安定に重要な役割を果たす同国と
共に、周辺国への支援も行っている。

　近年は、平均4.5%と高い経済成長
率を維持するシリアだが、人口増加率が
約3％と高い上、イラク難民の流入や急
激な都市化に伴い、水不足や環境汚染
の進行に直面している。こうした問題の
解決に向けて、JICAは主に、水資源の
管理と効率的な利用、環境保全、経済
基盤整備に加え、地域安定化の促進に
つながる人材育成支援を行っている。
　一年を通じて降水量が少なく、水資
源が季節的・地域的に偏在するシリア
では、水は貴重な資源。しかし、人口過
多や都市化の影響から、水質汚染や水
不足が深刻だ。また、国際河川であるチ
グリス川、ユーフラテス川を水源とする
ため、シリア国内での水使用量が、下流
の近隣国にも大きく影響する。そこで
JICAは、シリアの水消費量の約80％を
占める農業分野で節水し、効率的な水

利用を促進する技術協力「節水灌漑農
業普及プロジェクト」を2005年から実
施。全国4県を対象に、JICA専門家に
よる指導や国内外での研修を通じ、農
業普及員や灌漑専門技術員の育成、
モデル圃場の設置・運営、節水灌漑手
法や教科書の普及体制構築などを支
援している。
　一方、中東地域の十字路に位置し、
周辺諸国と政治的・経済的に深いつな
がりを持つことから、多くの難民を受け入
れている同国。中東地域の安定化促進
に向けて、JICAはイラクやアフガニスタ
ン、パレスチナからの難民を対象に、シリ
ア政府や国際機関と連携し人材育成
支援を展開している。紛争による電力イ
ンフラの破壊と技術者の減少が原因
で、需要の半分程度しか電気を供給で
きていないイラクに対しては、シリア電力

省と協働で「ジャンダール電力研修所」
にイラク人研修員を招へい。火力発電
所の設備機器の調整・修理・メンテナン
ス、工作機械の操作など、発電所の運
営に必要な技術を伝えている。JICAは
こうした支援を通じて、イラクの安定した
生活環境づくりにも貢献している。

灌漑農業の普及活動の
一環として、圃場の小型
模型を使い、節水灌漑
農業の重要性を農民に
説明する農業普及員

ヨーグルトソースの水ギョウザ
「シュシュバラック」

シリア料理

地球ギャラリー
Vol.24

　

朝
食
と
夕
食
は
軽
め
に
と
り
、午
後
３
時

ご
ろ
に
遅
め
の
昼
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
の
が

シ
リ
ア
の
食
文
化
。朝
と
夜
は
野
菜
、昼
は
肉

類
を
使
っ
た
お
か
ず
が
一
般
的
で
、味
付
け

は
、ト
マ
ト
、ザ
ク
ロ
、ゴ
マ
、ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
ソ
ー
ス
が
ベ
ー
ス
と
な
る
。家
庭
で
は
ナ
ン

や
ラ
イ
ス
と
と
も
に
、色
鮮
や
か
な
料
理
が

10
種
類
以
上
食
卓
に
並
ぶ
。

　

東
京
・
池
袋
駅
よ
り
徒
歩
８
分
の
所
に
あ

る
ア
ラ
ビ
ア
料
理
店「
パ
ル
ミ
ラ
」は
、全
国
で

も
数
少
な
い
シ
リ
ア
料
理
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
が

そ
ろ
う
。中
東
の
美
し
い
小
物
や
装
飾
に
あ

ふ
れ
る
店
内
は
、つ
い
日
本
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
。食
事
の
ほ
か
に
も
、水
た
ば
こ

が
体
験
で
き
、毎
週
水
・
金
・
土
曜
日
に
は
ベ
リ

ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
店
の
人
気
の
一
品
が
ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー

ス
の
水
ギ
ョ
ウ
ザ「
シ
ュ
シ
ュ
バ
ラ
ッ
ク
」。濃
厚

な
ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
の
独
特
の
酸
味
に
食
欲

を
そ
そ
ら
れ
、ギ
ョ
ウ
ザ
の
は
し
も
進
む
。バ

タ
ー
ラ
イ
ス
と
の
相
性
が
抜
群
の
一
皿
。

〈
シ
ュ
シ
ュ
バ
ラ
ッ
ク
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

（
ソ
ー
ス
）ヨ
ー
グ
ル
ト
１
ｋ
ｇ
／
水
２
５
０
ｍ
ｌ
／

小
麦
粉
大
さ
じ
２

（
具
）羊
の
ひ
き
肉（
牛
肉
で
代
用
可
）１
０
０
ｇ
／

タ
マ
ネ
ギ
２
分
の
１
個

（
生
地
）水
適
量
／
小
麦
粉
３
０
０
ｇ
程
度

【
作
り
方
】

１
．ヨ
ー
グ
ル
ト
、水
、小
麦
粉
を
合
わ
せ
、か
き
混

ぜ
な
が
ら
中
火
で
沸
騰
さ
せ
る
。

２
．タ
マ
ネ
ギ
を
黄
色
く
な
る
ま
で
い
た
め
、ひ
き
肉

を
加
え
、塩
、コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
付
け
る
。肉
が
半

生
程
度
に
な
っ
た
ら
火
を
止
め
、冷
ま
し
て
お

く
。

３
．生
地
用
の
水
、小
麦
粉
を
、耳
た
ぶ
の
硬
さ
に

な
る
ま
で
か
き
混
ぜ
た
ら
、10
分
ほ
ど
常
温
で

置
く
。

４
．生
地
を
伸
ば
し
、コ
ッ
プ
の
口
な
ど
で
ち
ょ
う

ど
い
い
大
き
さ
に
丸
く
く
り
抜
き
、具
を
包

む
。

5
．ソ
ー
ス
を
温
め
、ギ
ョ
ウ
ザ
を
入
れ
て
、約
７
分

中
火
に
か
け
た
ら
完
成
。

☆
最
初
に
ソ
ー
ス
を
作
る
際
、分
離
し
な
い
よ
う

よ
く
混
ぜ
る
。

in シリア

パルミラ遺跡

イラク

トルコ

ダマスカス

アレッポ

小中学校の就学率96％に対し、通園率が18％と
幼児教育が十分でない。青年海外協力隊員の情
操教育支援を通して、豊かな人づくりを目指す

パルミラ
〒171-0014  
東京都豊島区池袋2丁目58-8 TOビル2F 
TEL ： 03-3981-8293
URL ： http://www.palmyra-ib.com/
17時～23時　
定休日 ： 毎月第1日曜日

灌漑利水に使用するパイプの仕組
みを説明するJICA専門家（左から2
人目）

シリア人電力技術者
から火力発電設備の
維持・管理方法の研
修を受ける、イラク人
研修員たち

September 2010                         3637                         September 2010



﹇
6
月
号
「
約
束
の
年
2
0
1
5 

8
つ
の
宿
題
」
を
読
ん
で
﹈

■
私
た
ち
が
、
こ
う
や
っ
て
普
通
に
生
き
て
い
る
時
も
こ
の
世
界
の

ど
こ
か
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
、

私
た
ち
が
何
を
す
べ
き
か
、
な
に
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
は
、
恥
じ
な
い
生
き
方
を
す
る
こ
と
、

ち
ゃ
ん
と
生
き
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
に
は
ま
だ
可
能

性
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
子
た
ち
に
で
き
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん

で
す
。
決
し
て
目
を
そ
ら
し
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
。
こ
の
問
題
、

経
済
格
差
、
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
へ
ら
す
こ
と
は
で
き
ま

す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
最
大
限
ま
で
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
ま

せ
ん
。
進
ん
で
活
動
を
行
い
た
い
で
す
。
J
I
C
A
で
働
き
た
い
で

す
。
明
る
い
未
来
を
作
り
た
い
で
す
。

（
愛
知
県
・
15
歳
・
女
性
・
学
生
・
川
野
茉
衣
）

■
海
外
協
力
に
興
味
は
あ
る
が
、
自
分
は
ま
だ
一
歩
を
踏
み
出
せ
て

い
な
い
。
こ
の
雑
誌
を
読
み
、
海
外
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
や
企
業

に
尊
敬
し
、
い
つ
も
刺
激
を
う
け
て
い
る
。

（
鳥
取
県
・
22
歳
・
女
性
・
大
学
生
・
児
玉
友
紀
）

﹇
7
月
号
「
大
切
に
し
た
い
生
命
の
豊
か
さ
」
を
読
ん
で
﹈

■
特
集
記
事
を
読
み
、
改
め
て
、
我
々
は
「
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と

思
い
ま
し
た
。
普
段
当
然
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
モ
ノ
の
多
く
が
、

貴
重
な
生
命
を
失
う
こ
と
で
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
直
接
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
見
え

な
い
遠
方
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
…
と
い
う
願
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
鹿
児
島
県
・
37
歳
・
男
性
・
教
員
・
鶴
長
隆
盛
）

■
7
月
号
の
特
集
「
大
切
に
し
た
い
生
命
の
豊
か
さ
」
が
よ
か
っ
た
。

生
物
多
様
性
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
に
、
現
状
で
は
驚
く
べ
き
ス

ピ
ー
ド
で
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
途
上
国
で
あ
る
。
J
I

C
A
が
そ
の
復
元
・
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
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本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

科学技術・高等教育支援

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル1～6階　
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

本誌をご希望の方には、送料をご
負担いただく形でご送付いたしま
す。巻末の払込取扱票に、氏名・住
所・電話番号・ご希望の送付期間・
送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支払ください。入金の
確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かかることもあります
のでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は送料
が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① A.バゲット入れ、B.ランチョンマット、C.手編みレース
　 の敷き物
② 書籍『ライオンの咆哮のとどろく夜の炉辺で』（p30参照）
③ 書籍『新しい国際協力論』（p30参照）

◎応募締切：2010年10月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

1
2

3
近年、多くの途上国が注目する「科学技術」。日本が持つ高い
科学技術力への期待も高い。次号では、国の発展を支える産
業人材の育成を目指したJICAの高等教育支援を紹介します。

訂正とお詫び ： 2010年7月号p4に誤りがありました。ここに訂正し、お詫び申し上げます。
  ［誤］ 焼き畑やプランテーションなどで消えゆく緑は、毎年1,500ヘクタール以上
  ［正］ 焼き畑やプランテーションなどで消えゆく緑は、毎年1,290万ヘクタール
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パラグアイ

　カタカタカタ…。軽快なミシンの音
が、絶え間なく部屋中に響く。パラグア
イ東部、シウダ・デル・エステ市の一角
に立つ作業場で、地元の女性たちが
縫製や伝統刺しゅうを学んでいる。
　「経験がほとんどなく、初歩から習
い始めた人も多いんですよ」。そう話
すのは、NPO法人フンダシォン マーノ・
ア・マーノの山本美智子さん。「マチス
モ（男性優位主義）」が根強く残る地
域で、教育や就職の機会もなく、貧し
さから抜け出せずにいる女性たち約
300人に自立支援を行っている。
　もともと、JICAの草の根技術協力
事業を通じて2007年に始まったこの
取り組み。協力が終わった今も、女性

たちの貴重な技術訓練の場として継
続して運営されている。技術を磨いた
参加者たちは、色とりどりの民族衣装
やパラグアイ特有のバゲット入れ「パネ
ラ」なども作れるまでに。中には、“クモ
の巣”を意味する「ニャンドゥティ」と呼
ばれる手編みのレース製品など、難度
の高い作品に挑戦する者もいる。それ
らは町の市場で販売されているほか、
最近は公務員の制服や、ホテル用の
タオルに入れる刺しゅうなどの注文も
入るようになった。
　「彼女たちが技術や知識を身に付
け、収入を得るようになり、男性の意識
もだいぶ変わりました」と山本さん。家
庭や地域の雰囲気も明るくなった。

　笑顔と自信を取り戻した女性たち。
今日も作業場から、そのにぎやかな笑
い声が聞こえてくる。

手芸品作りで女性たちに笑顔と自信を

M
O

N
O

-GATARI FROM JI
C

A
, s 

W
o

rld
 

PA
RAG UAY

SEPTEMBER

2010. NO.23

Vol.23  パラグアイ

©Yuki Asada

シウダ・デル・エステ市

ミシンの使い方を学ぶ参加者。訓練を終えて縫製関
連の企業で職を得る者も

問 ： フンダシォン マーノ・ア・マーノ
TEL ： 03-5338-5588
URL ： www.npofmano.or.jp

★女性たちが作る手芸品を3人の方にプレゼント！
詳細は38ページへ→
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エグゼクティブプロデューサー  福留 功男
もう時間はない 今、なんとかしなきゃ ！

1Vol.

photo by Shinichi Kuno

PROFILE
1942年高知県出身。大学卒業後、66年日本
テレビ入社。「アメリカ横断ウルトラクイズ」「ズ
ームイン！！朝！」などに出演。91年フリーに転身。
「ブロードキャスター」「いつみても波瀾万丈」な
ど、数多くの番組の司会を担当している。これま
でに、数多くの開発途上国を取材。「なんとか
しなきゃ！プロジェクト」著名人メンバー。

FUKUTOME Norio

　この仕事を始めて約40年、取材で
各地を歩き回っていると、世界を取り
巻く自然環境が、ものすごい勢いで
変化しているのを感じます。最近で
は、沖縄で捕れていた魚が、津軽海
峡で見られるようになったり、沖縄の
サンゴの破壊が進んでいたり―。私
たちの身近なところにも、その危機は
迫っているのです。
　世界に目を向けると、状況はさらに
深刻です。ブラジルとマレーシアの熱
帯雨林を取材した時は、思わず言葉
を失いました。かつて豊かな生態系
のすみかだった森が、アマゾンでは
大豆畑に、ボルネオ島ではパームヤ
シになっていた。しかも、その原因は、
私たち先進国の人間にあると―。あ
なたの食卓を見てください。そこにあ
る大豆やパームオイルは、熱帯雨林
の破壊の代償として生まれたものな
のです。
　このような現実があるにもかかわら

ず、最近の日本人は、世界の問題に
どんどん無関心になっているような気
がして怖い。日々の生活が恵まれす
ぎていて、海の向こうにいる人の痛み
や苦しみに鈍感になってはいないで
しょうか。
　そのような日本で、私ができること
は何か。研究者の方々のように専門
知識を持っているわけではありませ
んから、いかに現場をはいずり回り、
そこで起きている“現実”を伝えていく
か。そして、視聴者に“何か”を感じて
もらえる番組を作っていくことこそが、
私たちメディアの人間の使命だと考
えています。
　「なんとかしなきゃ！プロジェクト」
には、俳優、ミュージシャン、キャスタ
ー、スポーツ選手など、さまざまな分
野の人が参加しています。でも私を
含めてメンバー全員が、肩書きなん
て関係なく“一人の人間として”でき
ることを発信していきたいと思ってい

る。その中で、自分の得意分野を生
かして、さらに何か貢献できる方法を
模索しています。
　日本も不景気で厳しい時代です
から、「なぜ国際協力？」と思うかもし
れません。でも、一人一人の小さな心
掛けが、アマゾンの森を救うことにつ
ながるかもしれない。そのことに、早く
気付いてください。また、今こうしてい
る間も、途上国でたくさんの日本人が
汗を流し、問題解決のために奮闘し
ていることも忘れてはなりません。
　「なんとかしなきゃ！」そう思った瞬
間から、あなたのアクションは始まっ
ています。世界のために、一緒に今
できることをやっていきましょう。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp
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